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イジワル社長だけは好きにならない！




～これは断じて恋じゃありません～









［著］河野美姫

［イラスト］みずきたつ
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　桜が咲くにはまだ早くて、この学校の創立記念に植えられたという大きな木にはうっすらとピンクに色づいた蕾が所々に見当たるだけ。

　けれど、旅立ちにふさわしい、よく晴れた日だった。

　校庭には、在校生たちと談笑している卒業生の姿が見える。

　卒業証書を片手にそんな光景を見ていた私――石川いしかわ志穂しほは、屋上を囲うフェンスに背中を預けた。

「卒業かぁ……」

　寂しいなぁ、と友人の飯島いいじま美紀みきが隣でぽつりと呟く。

　彼女につられるように、私はそっと微笑んだ。

　美紀とは、この高校に入学した日に出会った。

　出席番号が前後で、私の前の席。

　サバサバしていて話しやすい彼女とは、すぐに仲良くなった。同じクラスだったのは一年生のときだけだったけれど、お弁当は三年間だいたい一緒に食べていた。

「上京組同士、これからも仲良くしてね」

「当たり前でしょ。私、美紀とはおばあちゃんになっても女子会するつもりだから」

　寂しさを隠すように笑い合ってスマホで写真を撮っていたとき、背後から「やっぱりここにいたか」と声が聞こえてきた。

「なーんだ、宏樹ひろきと後藤ごとうくんかぁ」

　わざとらしく肩を竦めた私に、「なんだとはなんだ」と友人の七原ななはら宏樹が不服そうに眉を上げる。その隣で、後藤保人やすとくんがクスッと笑って口を開いた。

「ふたりとも、なんでこんなところにいるの？　みんな、校庭で集まってるのに」

「私がここに来たいって言ったの。もう他の友達とか後輩とは話したし、最後は志穂とゆっくりしたくて」

「ああ、なるほど。俺らと一緒だ」

　後藤くんは、銀縁フレームのメガネをクイッと上げて瞳を緩める。

　あまり人が来ない屋上は、私たち四人がよく一緒に過ごした思い出の場所だ。雨の日と真夏と真冬以外の昼休みには、だいたいここで過ごしていた。

　殺風景でなにもないけれど、ただみんなで一緒にいるだけで楽しかった。

　だから、『最後に屋上で写真を撮りたい』と美紀に言われたとき、迷うことなく快諾した。

「ふたりがいる気がして、ここに来たんだよね」

　後藤くんの言葉に、彼女が微笑む。

「せっかくだから、このメンバーでも写真撮ろうよ」

　美紀がそんな提案をすると、すかさず全員が頷いた。

　四人でも記念撮影をしたあと、後藤くんが「なんか飲み物買ってくるよ」と言い、彼女も「私も喉渇いてたんだよね」と賛成して後に続く。

　ふたりは、宏樹と私に「なにがいい？」と訊いてくれた。

　彼はレモンソーダ、私はピーチソーダをお願いする。お互いによく飲んでいたものだ。

「志穂は来週の火曜に引っ越しだっけ。荷造り、進んでる？」

　宏樹とふたりきりになると、彼がフェンスにもたれかかりながら私を見てきた。

「まだ全然」

「おいおい、大丈夫かよ」

「これでも焦ってるんだけど、なにを持っていくか考えてたらちっとも進まないんだよね」

「整理整頓、苦手そうだもんな～。片付け中にアルバムとか漫画を見て、手が止まるタイプだろ」

「うるさいな」

　図星を突かれた私を、宏樹がケラケラと笑う。

「宏樹こそ、ちゃんと準備してるの？　私より三日余裕があるからって、のんびりしてたら後悔するからね！」

「残念でした。俺はもうほとんど終わってるよ。ついでに断捨離したから部屋もめちゃくちゃ綺麗だし、部屋が散らかってる志穂と一緒にしないでください」

「うわぁ、なんかムカつく」

「また図星かよ。そんなんで本当に大丈夫なわけ？」

「今日から本気出すし！」

「本気ねぇ。お前、調理実習のときも包丁の使い方が危なかったし、一人暮らしとか向かない気がするんだけど」

「それはこれから練習するの！　っていうか、受験が終わってからはちゃんとお母さんに教わって、焼きそばとか牛丼とか得意になったし！」

「男子飯かよ！」

　さっきよりもさらに声を上げて笑う彼に、ますますムッとしてしまう。

　いつもこうだ。

　宏樹とは、なんの因果か三年間同じクラスだった。

　仲良くなった美紀は、後藤くんとともに一年生のときにクラス委員をしていた。そして、宏樹と後藤くんは中学からの仲がいい友人同士。

　美紀と後藤くんはたまにクラス委員の仕事を昼休みにしていて、それをきっかけに四人で過ごすことが増えていった。

　よくも悪くも毎日のように一緒にいて、なぜか宏樹とはいつからかこんな風に言い合いをするのが日課になったのだ。

　意地悪な彼はもちろん、私も私でつい言い返してしまう。

　けれど、こういうことが楽しかったのも、また事実だった。

「それに、私は寮暮らしだもん。どうにかなるよ」

「寮って言っても、普通のアパートだろ？　ご飯は自分で用意するんじゃなかったっけ？」

「だから、最近はちゃんと練習してるんだってば」

「本当に大丈夫か？　整理整頓が苦手な上、料理の腕も心許ないとか……。そんなんじゃ、いつまで経っても彼氏なんてできないぞ」

「余計なお世話！　宏樹だって、ずっと彼女がいなかったくせに」

「志穂と一緒にするな。俺はいなかったんじゃなくて、作らなかったんだよ。部活と勉強でそれどころじゃなかったし」

　野球部のエースで、チームを甲子園まで引っ張ったピッチャー。成績もよくて、東京にある有名私立大学に進学が決まっている。

　もし成績を優先していなければ、野球で進学先を決める未来もあったのかもしれない。

　そんな宏樹だからこそ、説得力のある言葉だった。

「志穂が三十になっても嫁の貰い手がなかったら、俺がもらってやろうか？」

「そんなこと言う奴と結婚するくらいなら、一生独身の方がマシ！　っていうか、宏樹よりいい男見つけるし！」

　からかわれて、ムキになる。

　そんな私に、彼はほんの一瞬だけ眉を下げた。けれど、すぐに「はいはい。頑張れ」と他人事のように鼻で笑った。

　なにか言いたげに見えて、憎まれ口が引っ込んでしまう。

　代わりに、最後くらい友人として感謝を伝えようか……なんて思った。

「でも、宏樹とは一生友達でいたいとは思ってるよ」

「……急になに？　しおらしい志穂なんて不気味なんだけど」

「今日で最後だから言っておこうと思っただけ！」

「いやいや、いきなり素直になられたらビビるって」

「なにそれ！　人がせっかくいい雰囲気で締めようとしてるのに、やっぱりめちゃくちゃムカつく！　言わなきゃよかった！」

　再びからかわれたせいで、しんみりしかけた自分が恥ずかしくなる。

　すると、不意に宏樹が真面目な顔をした。

「最後じゃない。一生友達なら、いつでも会えるだろ」

　さっきまでの表情とは一転して、柔らかい笑みを向けられる。

「それに、俺ら四人は上京組だしな。みんなで定期的に集まろうって話してるんだし、意外とすぐに会えるだろ」

　それがなんだかくすぐったくて、身の置き場がないような気持ちになって……。

「宏樹の奢りなら、ご飯くらい付き合ってあげる」

　私はつい、普段通りの可愛げのない言い方をしてしまった。

「なんで俺が付き合ってもらう側なんだよ。俺が付き合ってやるんだ」

「私が付き合ってあげるんです～！」

　いつもと変わらない軽快なやり取りに、私たちはすぐに笑い合った。

　けれど、今日で卒業だという現実は変わらなくて……。寂しさと不安をほんのりと胸の奥に残したまま、未来に思いを馳せながら過ごしていた――。

















一章　最低最悪の一日












　出社したら会社が倒産していた。

　なんていうのは、漫画やドラマの中だけのことだと思っていた。

「これからどうする……？」

「私は夜に旦那と相談するわ。子どもたちも受験を控えててこれからもっとお金がかかるから、どのみち働くしかないんだけどね」

「俺は子どもが生まれたばかりなんで、とにかくすぐにでも再就職先を見つけるしか……」

　誰かの言葉を皮切りに、それぞれが悲壮な顔で話し出す。

　現実を受け入れられなくても、生活のことを考えなくてはいけない。

　そう突きつけられているようだった。

「そもそも、ひどすぎません？　会社に行ったら、いきなりもぬけの殻って……。私たちのこと、社長はまったく考えてくれてなかったんですよ！」

　私よりも一歳年下の同僚が、涙を浮かべている。私と同様に事務員として勤めていた彼女は、普段の大人しい性格からは考えられないほど強い口調だった。

　同僚八人で入ったファミレスは、私たちのテーブルだけ重苦しい空気が漂っていた。

（なんだかまだ現実味がないんだけど、夢じゃないんだよね……）

　猛暑日が続くお盆休み明けの、今日。

　なんとも浮かない気持ちで電車に揺られて出社したら、『小浪こなみハウスクリーニングサービス』が入っている小さなビルのワンフロアから綺麗さっぱり物がなくなっていたのだ。

　先に会社に着いていた同僚も、私のあとからやってきた上司も、みんな一様に呆然と立ち尽くしていた。

　私も同じで、なにが起こったのかはすぐに理解できなかった。

　けれど、社長に連絡がつかないまま蒸し暑いビルの廊下で固まっていると、清掃業者を名乗るスタッフたちとともにビルのオーナーがやってきて……。

『君たち、なにも知らないの？　小浪さんのところ、倒産したんだよ』

　そんなことを言われた私たちは、動揺を通り越して絶句した。

　自社がいきなり倒産した……という事実を、まるで受け入れられなかった。

　ビルのオーナーによれば、ここ三か月ほどの家賃が滞納されていたのだという。

　さらには、以前にも何度か同じことがあったため、今月初旬には退去命令を出していたのだとか。

　私たちは、そういった事情をひとつも知らされていなかった。

　社長は、十八名の社員と七名のパートスタッフにはなにも告げず、お盆休み中に会社を手放す準備をしていたのだろうか。

　頭の片隅でそんなことを考えながらも、実際には思考はまともに働いていなかった。

　ただ、清掃が始まるフロアに社員全員でいるわけにもいかず、帰っていく数人の社員を見送ったあとで、すぐ目の前のファミレスにやってきたのだ――。






　全員がドリンクバーを頼んだものの、誰ひとりとして口をつけていない。

　喉は渇いているのに、私も氷が溶けたアイスコーヒーを飲む気にはなれなかった。

「石川さんはどうするの？　確か同棲してるんだよね？」

「あ、はい。でも、そんなに余裕があるわけじゃないので、すぐに仕事を探さないと……」

「そうよねぇ。うちは薄給だったし……」

　失業保険のことやハローワークに相談する……といった話も出たけれど、とりあえずは目先のことだ。

　少なくとも、今月の収入がないことはもう決まっている。

　先月だって給料が下がっていて、それなりにきつかった。それなのに、八月上旬の分ももらえないとなると、これからバイトでもなんでもして稼ぐしかない。

　家賃が払えないなんて、三歳年上の恋人――芝順しばじゅんが不機嫌になるに違いないから……。

　光熱費はすべて持ってくれる代わりに、家賃と食費はきっちり折半と決まっている。

　彼は頑固で、融通が利かないところがある。

　結婚式が続いてご祝儀貧乏になり、家賃を渡すのが数日遅れたときに冷ややかに責められたことを、急に思い出した。

「とりあえず、ここにいても仕方ないし……帰ろうか。みんな、元気でね」

　最年長の社員の言葉に、誰ともなく頷き始める。

　きっともう、ここにいる同僚たちと会うことはないだろう。そんな予感を抱え、みんなとともに店を出た。

　ただ、すぐに帰宅する気にはなれなかった。

　ひとまず衣食住に困ることはない。とはいえ、悠長にしてはいられなかった。

　なぜなら、順は自立していない人間をひどく嫌悪しているから……。

　彼の真面目さと頑固さに加えて、十歳上の兄が未だに定職に就かずに実家に住んでいることが拍車をかけているようだった。

　口癖は、『女だってしっかり社会に出るべきだ』。

　それには共感できるものの、順がそのあとに決まって専業主婦を見下すような言葉を吐くことには不快感がある。

　彼に対して大きな不満はないけれど、こういうところは気が合わない。

　けれど、情に脆かったり動物が好きだったりと、可愛いところもたくさんある。

（相談には乗ってくれるだろうし、とりあえず帰ろう。順は今日までお盆休みだから、一緒に晩ご飯でも食べながら話を聞いてもらって……）

　気が重い中、同棲しているアパートに足を向ける。

　まだ昼過ぎの街のアスファルトは、照りつける太陽に対抗するようにじりじりと熱を発していた。

　築年数が比較的浅いアパートは、１ＬＤＫ。寝室は六帖程度だけれど、バスルームとトイレは別で、リビングとキッチンも家賃に対しては広い方だと思う。

　内見のときには玄関が狭いことが気になったけれど、住んでみると意外と平気だった。

「ただいま……」

　鍵を開け、沈んだ気持ちのままパンプスを脱ぐ。

　そのとき、足元を見ていなかったせいでうっかり靴を蹴ってしまった。ため息交じりに視線を下げたところで、目を大きく見開く。

　そこに転がっていたのは、見慣れないハイヒールのサンダルだった。

（誰か来てる……？）

　嫌な予感が過る。

　順の兄弟は兄がひとりだけで、特段親しい女友達だっていなかったはず。

　母親とは会ったことがないけれど、彼の話を聞く限りではあまり仲がいいようには思えなかったし、家に来るとは考えにくい。

　そもそも派手なデザインのハイヒールを、順の母親世代が選ぶとは思えなかった。

　直感が外れることを心の中で祈りつつ、リビングのドアをそっと開ける。スライド式だから音が響くことはなく、室内が視界に入ってくる。

　電気は消えていて、カーテンも閉めているから薄暗い。

　無意識のうちに忍び足になっていた私は、息を潜めて寝室に続くドアに手をかける。

　そっと深呼吸をして、一思いにドアを横に引いた。

　ガラッと大きな音が鳴り、直後に小さな悲鳴にも似たふたり分の声が響く。

　次いで視界に入ってきたのは、たった今まで眠っていたであろう明らかに〝事後〟だとわかる全裸の男女の姿だった。

「は……？　志穂、なんで……？　まだ会社じゃ……」

　慌ててメガネをかけた順が、しどろもどろになりながら言葉を紡ぐ。私を見る顔は引き攣っていて、彼と視線が真っ直ぐに合うことはなかった。

「なんで、って……それはこっちのセリフなんだけど……」

　ショックと絶望感。

　そして、一歩遅れて、ふつふつと湧き上がってきた怒り。

　冷静さがどんどんなくなっていく感覚の中、立っているだけで精一杯だった。

「ちょっと、順。彼女、仕事だったんじゃないの？　修羅場とか嫌なんだけど」

　ボブヘアの女性は、悪びれもなく言いながら下着をつけたかと思うと、ベッドの下に落ちていた彼のＴシャツを当然のように着る。

「ッ……！　なにしてるのよ！」

　その服は、同棲当初に順とお揃いで買った部屋着だった。

「信じられない！　浮気だけでもありえないのに、同棲してる部屋に連れ込むなんて！」

　ショックで目の前が真っ暗になりそうで、必死に踏ん張っている足が震える。

「それ、私と一緒に寝てるベッドだよ？　それをっ……！　あんたたち、いったいどういう神経してるのよ！」

　感情のやり場がなくて、怒り任せにバッグを投げてしまった。

「いっ……！　なにすんだよ！」

　それは順の腕に当たり、彼はそれまでの動揺を忘れたように目を吊り上げた。

「ちょっと～、大丈夫？　彼女、気性が荒いのね」

　半笑いで小バカにされて、カッと頭に血が上る。

　けれど、浮気相手の女性よりも、順への怒りの方が遥かに大きかった。

　浮気に対するショックと絶望感で、彼女のことなんて二の次だったのかもしれない。

「ありえないだろ。いくらなんでも、バッグ投げるか？」

　呆れと軽蔑を混じらせた目が、私に寄越される。

　確かに、バッグを投げた私も悪かったかもしれない。

　力任せに投げたわけじゃなかったし、実際には軽く当たっただけに見えたけれど、よくないことだった。

　それでも、自分の行動を棚に上げて私を責める彼に、怒りはどんどん膨らんでいった。

「あーあ、マジでうざい。お前のそういうところがうんざりなんだよ」

「なにそれ……」

「泣くならまだしも、キレてバッグを投げるって性格が悪すぎるだろ。暴力ふるう女なんて論外だから」

　うんざりしたような物言いに、いっそ情けなくなってくる。

「お前ってさ、可愛げがない上に、一緒にいると息苦しいんだよな。お前と結婚とか絶対に考えられないわ。まあ、考えたこともなかったけどな」

「ひどーい！　いくらなんでも言いすぎだよぉ。彼女、さすがに泣いちゃうんじゃない？」

　怒りと同じくらい悲しくて、胸の奥がズキズキと痛む。

　けれど、私を嘲笑うふたりの前では絶対に泣きたくなかった。

「っ……」

　口を開けば先に涙が零れそうで、それだけは全力でこらえようと唇を噛みしめる。

　無言のままクローゼットを開け、キャリーバッグにできるだけ服を詰め込んだ。

「やだぁ……。彼女、出ていくんじゃない？」

「いいよ、もう。放っておこう」

「えぇ……。でも、私のせいみたいじゃん。だから、ホテルに行こうって言ったのに～」

　背後から聞こえてくる会話は、聞こえないふりをした。反応したらふたりの思う壺になる気がして、全力で無視を決め込んだ。

　いつの間にか、キャリーバッグの中は満タンになっていた。

　冷静さを欠いた思考ではなにを入れればいいのか判断できなかったけれど、足りないものは買えばいい。

　さっき投げたバッグから散らばった荷物を戻し、通帳などの貴重品とともにスマホの充電器も乱暴に突っ込む。

　無言で出ていくのは癪で、苦し紛れに嫌味を吐き捨てた。

「どうぞごゆっくり！」

　一瞬、順と女性が目を見開く。

「やだ、捨てゼリフ？」

「だから言っただろ。こいつ、可愛げがないんだって」

　けれど、それは研ぎ澄まされた鋭い刃となって跳ね返ってきた。

　もう顔も見たくなくて、バッグとキャリーバッグを持って寝室を出ると、現実から目を背けるように家を飛び出した。

　きっと、今日は二十七年間の人生で最低最悪の一日に違いない。
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「はぁ……」

　雑踏の中、深く重いため息が漏れる。

　それは夏の湿度を纏まとって、アスファルトに吸い込まれていった。

　会社が倒産して順の浮気現場に鉢合わせた日から、今日で十日目。その間、私は一度も家に帰っていない。

　初日はビジネスホテルに宿泊した。

　けれど、無職という後ろめたさもあって、二日目にはカプセルホテルに移動した。

　そのうちそれすらもったいなく思えてきて、一昨日からは漫画喫茶に滞在している。

　ただ、さすがに狭いブースで二晩も過ごせば体のあちこちに痛みが生じ、仕方なくカプセルホテルに向かっていた。

（実家が近ければなぁ……。でも、お姉ちゃんがいるから長期滞在はできないか）

　群馬県の北部にある実家までは、片道約三時間。十日も寝床を転々とするくらいなら、帰省する方がマシかもしれない。

　何度かそんなことを考えたけれど、実家には三歳上の姉がいる。昨年離婚した姉は、四歳になったばかりの一人娘とともに実家に戻り、現在は両親と暮らしているのだ。

　分譲マンションで、間取りは３ＬＤＫ。私が姉と共同で使っていた部屋は、今はもう姉と姪っ子の住居になっている。

　どちらにしても、何日も滞在すれば心配をかけるに違いない。

　せめて次の仕事が見つかるまでは、家族にはなにも言わずにいたかった。

（とはいっても、ずっとこんな生活をしてるわけにはいかないし……）

　最低限の夏服と貴重品しか手元になく、残りの荷物はまだあのアパートにある。

　家を出てきたときは必要なものは買えばいいと思っていたものの、失業中なのになんでも買い直すわけにはいかない。

　そもそも、今のような状態で家と仕事を同時進行で探すこと自体、無謀だろう。

　先に住居が必要だと考えてこの数日は不動産屋を巡ってみたけれど、現状を考えると贅沢はできない。

　同棲していた部屋どころか、一人暮らしをしていたときよりも部屋のグレードを下げるなら、セキュリティ面や利便性には期待できなかった。

（頭、パンクしそう……）

　よくも悪くも、無職になったことでなかなか動けずにいる。

　せめて仕事があれば、格安ホテルやマンスリーマンションから通勤しながら家を探せたかもしれないけれど……。十日も経ってもたいしてなにもできていないほど、私は未だに途方に暮れたままだった。

（でも、いつまでもこのままってわけにはいかないし……。とりあえず、明日はまた家を探してハローワークにも行こう。あと、早めに荷物も取りに行かなきゃ）

　やらなければいけないことは、もう何度も頭の中で繰り返している。

　それなのに、一向に前に進めないのは、きっと気力が上手く湧いてこないせい。

　順は融通が利かない頑固な一面もあったけれど、私だって気が強いところがある。

　ときにはケンカもしたし、同棲を始めた当初は結構ぶつかることもあった。けれど、毎回きちんと仲直りしていたし、その都度話し合ってきた。

　女性に自立することを求めていた彼は、代わりに家事も率先して担ってくれた。ある程度は分担しつつも、私の帰宅が遅い日には夕食の当番を代わってくれたこともある。

　だから、これまで上手くいっていると思っていた。

『お前ってさ、可愛げがない上に、一緒にいると息苦しいんだよな。お前と結婚とか絶対に考えられないわ。まあ、考えたこともなかったけどな』

　けれど、順は違ったのだろう。

　ずっと私に対する不満があって、この可愛げのない性格にうんざりしていたのだ。

　彼に言われた言葉が、この十日間ずっと頭から離れない。

　あんなにひどいことをされて、心ないことを言われて……。あの瞬間は怒りでいっぱいだったけれど、家を出た途端に涙が止まらなくなった。

　それから三日間は油断すれば視界が滲み、一度涙が出るとしばらくは泣き続けた。

　ただ、ずっと落ち込んでいるわけにもいかない。

　あの言葉で抉られた胸はまだ痛むし、ベッドに潜って泣いていたいと思うこともあるけれど……。いつまでも立ち止まっていたら、生活が立ち行かなくなる。

（とはいえ、家と仕事を一気に探すとか難題だよね……）

　何度目かわからないため息が漏れ、肩を落としながら地面を見つめたとき。

「志穂？」

　夜の街の喧騒に紛れて、私を呼ぶ声が聞こえた。

「え？」

　振り返った直後、人混みの中でこちらを見ている男性の姿を視界に捉える。

「あっ……！　宏樹！」

　少し離れた場所に立っていたのは、高校の同級生で友人の宏樹だった。

「久しぶり。って、なにその荷物？　旅行でも行ってたのか？」

　袖口にフリルがあしらわれたＴシャツに、小花柄のロングスカート。そんな格好をしている私は、仕事帰りには見えないだろう。

　かといって、左手にはバッグを持ち、右手ではキャリーバッグを引いているため、この辺で遊んでいたようにも見えないはず。

「う、うん……。旅行ってわけじゃないんだけど……」

　こんな私に対して、彼はスーツを纏っている。

　今夜も茹だるような暑さだというのに、ネクタイをきちんと締めてジャケットを羽織る姿はどこから見ても仕事ができるビジネスマンという感じだった。

「……お前、なんか痩せた？　というか、やつれてないか？」

「えっ？」

「まあいいや。晩ご飯はもう食べた？」

「ううん、まだだけど……」

　一瞬考えて、そういえば朝からなにも食べていなかったことを思い出す。むしろ、この十日間はろくに食事を摂っていない。

　自分では気づかなかったけれど、久しぶりに会った宏樹に指摘されるほどやつれていてもおかしくはなさそうだった。

「じゃあ、なんか食べに行こう。俺、さっきまで会食だったんだけど、あんまり食べられなかったんだよな。この辺の居酒屋でいい？」

「あ、うん……」

　別に空腹感はないし、食べたいとも思わない。

　けれど、ひとりでいるのはもうつらくて……。戸惑いを抱えながらも、気心が知れた彼の誘いに乗っていた。






　近くの居酒屋に移動して、五分。

　待ち時間もなく四人掛けのテーブル席に通され、ビールで乾杯をした。

「志穂と会うのって、もしかして一年ぶりくらい？」

「そうかも」

　宏樹とは、定期的に会っている。

　といっても、ふたりきりというわけじゃなく、上京組である歯科衛生士の美紀とサラリーマンの後藤くんも含めて……だけれど。

　だいたいは年に二回、ゴールデンウィークと秋頃に四人で会うのが恒例なのだ。

　そして、それとは別に、年始とお盆には地元で高校の同級生たちとの集まりがある。

　つまり、多ければ年に四回、少なくとも二回くらいは会っていた。

　ただ、今年のお正月は宏樹が仕事で地元での飲み会には参加できず、ゴールデンウィークには私が順と旅行に行くことになって上京組で集まる日に予定が合わなかった。

　お盆休みには帰省しなかったから、最後に会ったのは昨年の秋だったはず。

　たまにグループでメッセージのやり取りはしていたけれど、個人間での連絡も美紀以外とはあまり取っていなかったし、本当に久しぶりだった。

「志穂、お盆は帰らなかったんだよな？」

「うん。今は実家にお姉ちゃんと姪っ子がいるから、泊まるのも気が引けるし……。でも、日帰りは結構きついからやめちゃった。飲み会は行きたかったんだけどね」

「そうか。俺も帰省しなかったし、今年は地元の奴らと会ってないな。そもそも、みんな結婚したり地元を出たりして、なかなか人数が集まらなくなったし」

　相槌を打ちながら、箸を動かす。

　空腹感はなくても、胃の中は空っぽに近いはず。酔いが回らないようにビールは一口だけにとどめ、お通しのポテトサラダをちびちびと食べながら話していた。

「でも、ゴールデンウィークには美紀と後藤くんに会ったでしょ？」

「ああ。今回は一次会しかしてないけどな」

「そうなの？」

「俺と保人はわりと頻繁に会ってるし、飯島は『志穂がいないからつまんない』って二次会を断ってきたから、十時頃には解散したぞ」

「そうなんだ。朝まで飲むこともあるのにね」

　美紀がそんな風に言ってくれていたなんて、なんだか嬉しい。

　ずっと沈んだままだった心が、ほんの少しだけ軽くなった気がした。

「お待たせしました。シーザーサラダと刺身盛り合わせです」

　他愛のない会話をしているうちに、料理が運ばれてきた。

　宏樹と自分の小皿にサラダを取り分けたものの、相変わらず食欲は湧いてこない。

　唐揚げがテーブルに並んだときには、むしろ胃がムカムカして気持ち悪くなってしまった。

　すると、彼が怪訝そうな面持ちになった。

「志穂、食欲ないな」

「え？　そ、そう？」

「もしかして、もう食べたあとだった？」

「ううん……。そうじゃないんだけど、ちょっと胃の調子が悪いのかも。あ、お酒が回ったのかな？」

「まだほとんど飲んでないのに？　志穂はそこまで弱くないだろ」

「だから、胃の調子が……。ほら、毎日すごく暑いから！」

「胃の調子、ねぇ」

　含みのある言い方に、返す言葉がなくなる。

　さらにはじっと見つめられて、たじろいでしまった。

　斜めに分けた前髪から覗く切れ長の二重瞼に、スッと通った鼻梁びりょう。彫りの深い顔立ちは、どこか甘さも孕んでいる。

　ビジネスショートの髪は漆黒で、ダメージなんて知らないと言わんばかりに艶がある。

　ワイシャツ越しに程よく引き締まっていることがわかる体躯は、ジムに通って鍛えているのだとか。手足が長くてスタイルもよく、いっそ腹が立つほど容姿端麗だ。

　そして、顔がいいというのは相手を怯ませるような威力がある。

　宏樹と長い付き合いの私ですら、こんな風に真剣な雰囲気になると逃げられないような気持ちにさせられてしまう。

「なにかあっただろ？」

「えっ……？　いや、別になにも……」

「言いたくないなら話さなくていいけど、旅行や出張帰りじゃないよな？　それに、痩せたっていうよりやつれてるし、顔色も悪い。一応友達なんだから、話くらい聞くけど」

　会えば、軽口や憎まれ口を叩き合う。

　私たちは高校生のときからずっとそんな仲だけれど、彼がいい奴だというのはよく知っている。

　だからこそ、真剣な表情で見つめられて口を噤んでいるのは心苦しかった。

「別に大変なのは私だけじゃないし、弱音ってわけじゃないんだけどね……」

「うん」

　小さく切り出した私に、宏樹が相槌を打つ。

　普段はからかってばかりなくせに、こんなときに優しい眼差しを寄越すなんてずるい。

「お盆休み明けに会社に行ったら倒産してて、社長が夜逃げしたみたいで……」

　その表情につられるように、言葉がぽろぽろと落ちていった。

「しかも、その日に家に帰ったら、彼氏が知らない女の子とベッドにいて……」

「は？」

　最初は静かに話を聞いてくれていた彼の顔が、サッと強張る。眉を寄せるその表情からは、怒りが垣間見えた気がした。

「あっ……でも、私も至らなかったっていうか……。彼氏にとって、私は可愛げがなくて息が詰まるような存在だったみたいで……。ほら、私の性格、よく知ってるでしょ？　ついきつく言っちゃうときもあったから、うんざりさせてたみたいなの」

　できるだけ暗くならないように、軽い口調で言って笑ってみせる。

　ところが、宏樹の顔にはどんどん怒りの色が浮かび、小さな舌打ちまでした。

「それで家を出てきたんだな？　今はどこで寝てるんだ？」

「最初はビジホに泊まったけど、あんまり余裕がないから贅沢はできないし……。二日目からはカプセルホテルで、一昨日と昨日は漫喫に泊まって――」

「バカ！　女がそんな危ないことするなよ！」

　当然の指摘に、なにも言い返せない。それどころか、逃げるように俯いてしまう。

　いつもなら言い合いでもできたのかもしれないけれど、今は情けなくて視界がじわりと滲んだ。

　彼が深いため息をつき、一拍置いて口を開いた。

「食べられるだけでいいから、まずはなにか口にしろ。卵雑炊とかお茶漬けもあったはずだし、食べられそうなものを頼め」

　穏やかな声音に戻った宏樹を見れば、心配そうな顔をしていた。

「まずは食べるのが優先だ。で、食べ終わったら、うちに来い。話はそのあとだ」

「えっ？」

「反論はなしだ。嫌なら、今から実家に強制連行してやる」

　さすがは長年の付き合いだ。

　私の性格をよく知っていて、どんな風に言えば反論できないのかも見透かされている。

「いいな？」

　にっこりと微笑まれて、苦笑いでごまかしたけれど……。彼が絶対に譲らないことは、この雰囲気から伝わってきていた。

















二章　守ってくれた手












　食欲が湧かないなりに卵雑炊を完食し、居酒屋を出てから約三十分。

「風呂はここで、トイレは右隣な。タオルとかは、嫌じゃないなら好きに使ってくれていい。で、こっちがリビング」

　タクシーに押し込まれた私は、宏樹の言葉通り渋谷区にある彼の家にお邪魔している。

　四階建ての低層マンションの二階に住む宏樹の部屋は、１ＬＤＫ。

　玄関を入ってすぐのドアがバスルームで、向かい側にあるのが寝室。廊下の突き当たりが、リビングとキッチンのようだった。

　リビングは二十五畳ほどありそうで、とても広い。壁に取りつけられたテレビの前には大きなソファが置いてあるのに、まだ余裕があった。

　あまり家具がないことも、広々として見える理由かもしれない。

　カウンター式の対面キッチンも、一人暮らしには充分すぎるスペースがある。

　どこも整頓されていて、几帳面な彼らしい。掃除も行き届いているのが一目でわかるほど、水回りも含めて清潔に保たれていた。

「冷蔵庫にあるものは好きに飲み食いしていいし、リビングなら自由に過ごしてくれていい。寝室は仕事関係の書類が多いから、勝手に入るのはやめてくれ」

「勝手に入ったりはしないけど……」

　宏樹が小さく笑い、「あとは布団か」とひとりごちる。

　その言葉で、やっぱり私はここに泊めてもらうことになるんだ……と察する。

　明確には口にされていなかったから、彼に〝一度連れてこられただけ〟という可能性も考えたけれど、どうやらそんなことはないみたいだ。

「うち、来客用の布団なんてないから、俺のベッド使う？」

「えっ？　それはさすがにいいよ！　っていうか、寝室には入ってほしくないだろうし」

「だから、俺が許可しただろ。仕事関係のものはすぐに移動させられるから、志穂に寝室を使ってもらって、俺はリビングで寝るよ。このソファ、ベッドにもなるし快適なんだ」

「あの……ちょっと待って。今さらだけど、そもそも泊めてもらうわけには……」

「本当に今さらすぎるな。もう家まで来てるんだし、寝ていけばいいだろ」

「でも……」

「じゃあ、飯島に連絡する？」

「いや、それは……！」

　言い淀んだ私に、苦笑が向けられる。

「十日も転々としてたなら、泊めてくれるような友達はいないんだろ。飯島は彼氏と同棲してるし、元同僚には頼みづらいだろうし」

　宏樹は、すべてお見通しのようだった。

　美紀に事情を話せば、きっと泊めてくれるに違いない。けれど、彼女は恋人と同棲中だし、さすがに甘えるわけにはいかない。

　大学時代の仲がいい友人も、近くに住んでいなかったり結婚していたりと、すぐに頼れるような環境じゃなかった。

　元同僚たちとは家に泊めてもらえるほど親しくないし、それ以前に事情も言いにくい。

「なにか反論は？」

「……ありません」

「な？　いいから泊まっていけって。男の家だと気は使うかもしれないけど、カプセルホテルとか漫喫よりマシだろうから。うち、風呂も広いぞ」

「お風呂……」

　思わず呟いた私に、宏樹が噴き出した。

「ビジホはともかく、カプセルホテルと漫喫はシャワーくらいしかなかっただろ？　いくら夏とはいえ、狭いところで寝てたなら体は痛いし疲れてるだろうし、湯船にゆっくり浸かりたくないか？」

（浸かりたい！　お風呂、めちゃくちゃ入りたい！　でも……）

　いくら長年の友人であっても、私たちは男と女だ。

　大学時代には美紀たちと四人で旅行に行ったり、誰かの家で飲んでそのまま朝を迎えたりしたこともあるけれど……。さすがに、ふたりきりで夜を明かしたことはない。

「なんだよ？　もしかして警戒してる？」

「えっ……いや……」

　そんな私の戸惑いを見透かすように、彼がふっと笑う。

「俺と志穂の間になにかあるとでも思ってるのか？」

「べっ、別にそういうわけじゃないよ！」

「だよな？　だいたい、俺にだって選ぶ権利くらいあるんだけど」

　にやりと唇の端を持ち上げられて、ついムッとしてしまった。
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「それはこっちのセリフ！　私だって、ケンカ友達とどうにかなる気はないから！」

「じゃあ、問題ないだろ」

　そう言われて、宏樹の意図に気づく。私は、彼の手のひらの上で踊らされていたのだ。

「決まりだな」

　笑顔の宏樹を前に、悔しくなってくる。

　けれど、それ以上に、友人として気遣ってくれる彼の優しさが嬉しくもあった。

「一晩、お世話になります」

「おっ、珍しくしおらしいな」

「うるさいな……」

「はいはい。とりあえず、風呂で温まってこい。棚にバスソルトがあるから、好きなやつ入れていいぞ」

「私はあとで……」

「いいから。俺は一時間くらい仕事するから、遠慮しないでゆっくりしろよ」

　宏樹は笑みを浮かべ、私の肩をポンと叩いてリビングから出ていった。

　ためらいを残しながらも、ここはもう甘えてしまおう、と開き直る。その勢いのままに、バスルームに向かった。

　洗面台もある脱衣所の棚には、数種類のバスソルトが並べられている。

（シトラス、サンダルウッド、ラベンダー、ジャスミン……って、おしゃれすぎない？）

　目をぱちくりとさせ、そのあとで小さく噴き出してしまう。

　ケンカ友達の意外な一面は、ここ数日ずっと心が荒んでいた私を笑顔にさせてくれた。

「落ち着いたらお酒でもご馳走すればいいよね」

　独り言を零し、シトラスのバスソルトを湯船に入れる。

　手を入れて軽くかき混ぜれば、レモンのようなさっぱりとした香りがバスルームに充満した。






　鼻先をくすぐる香ばしい匂いにつられるように瞼を開けると、知らない天井が視界に入ってきてフリーズした。

（……そっか）

　数秒ほど考えて、宏樹の家に泊まらせてもらったことを思い出す。

「起きたか？」

　ゆっくりと体を起こせば、キッチンから彼の声が飛んできた。

「あ、うん。おはよう」

「おう。もうすぐ朝ご飯ができるから、顔でも洗ってくれば？」

　私の分の朝食まで用意してくれたことに驚きながらも「ありがとう」と返し、洗面台の方へと向かう。

　広い三面鏡には、ここ最近で一番すっきりとした表情の自分が映っていた。

　垂れ目がちの目はずっとどんよりとしていたはずなのに、今は二重瞼に戻っている。頬にも血色があり、不健康そうだった昨日までとは大違いだ。

　胸元まで伸びたラベンダーブラウンの髪も、心なしか艶が復活した気がする。

　食事をきちんと摂り、お風呂にゆっくり浸かれたことに加え、ゆったりとしたソファで眠らせてもらったおかげで、心身の疲労が一気に取れたのかもしれない。

　顔を洗ってから小さめの唇にリップクリームを塗り、いつもはハーフアップにしていることが多い髪はサッと梳いて整える。

　リビングに戻ると、ダイニングテーブルには和食が並べられていた。

「おいしそう……」

　焼き鮭、だし巻き卵、冷奴、お味噌汁に白米。純和風のメニューは、見た目も香りも私の胃を刺激した。

「あり合わせで悪いけど」

「ううん。むしろ、ご馳走だよ。旅館の朝ご飯みたい」

　グラスに注がれた玄米茶と味付けのりも置かれ、宏樹と向かい合って座った。

「いただきます」と手を合わせ、お味噌汁をそっと啜すする。出汁がよく利いていて、思わずホッと息をついた。

「おいしい」

「そっか。無理して食べることはないけど、食べられるなら遠慮はするな。味噌汁とご飯はおかわりもあるから」

「うん、ありがとう」

　彼が安堵交じりに微笑み、焼き鮭に手をつける。程よくこんがりと焼けた薄いオレンジ色の身がおいしそうで、私もつられたように鮭を口に運んだ。

「朝から豪華だね。丁寧な暮らしって感じ」

「普段はコーヒーだけとか、準備してもトーストくらいだよ。今日は志穂がいるし、昨日の様子を見て和食の方が食べやすいと思ったから、こういうメニューにしただけ」

「……宏樹って、いい奴だよね」

「今さらかよ？」

　ふっと眉を寄せて笑う宏樹に、私もつられたように笑みを零す。

　冗談めかしたやり取りも、優しい味の食事も、私の心を包み込んでくれるようだった。

「あ、そうだ。昨日はごめんね……。私、すぐに寝ちゃったみたいで……」

　昨夜、お風呂を借りてリビングに戻ってくると、ソファがベッド仕様にされていた。

　クッションの傍らにはブランケットまで用意され、ローテーブルにはミネラルウォーターとエアコンのリモコンが置かれてあった。

　そして、『寛いでていいからな』と言ってくれた宏樹がバスルームに行ったあと、彼が戻ってきたら改めてお礼を言おうと思っていたのに……。いつの間にか眠ってしまったようで、目が覚めたときは真夜中だった。

　静まり返ったリビングに宏樹の姿はなく、ライトの光も絞られていた。真っ暗じゃなかったのは、きっと彼の家に慣れていない私への配慮だったに違いない。

　その上、ブランケットまでかけられていて、さすがに感謝と申し訳なさでいっぱいになった。

「別にいいよ。体が温まって緊張が解けたんだろ。ずっと気が張り詰めてただろうし、ちゃんと眠れたみたいでよかった」

　宏樹は、本当にいい友人だ。

　私のことをからかってきたり意地悪なことを言ってきたりと、普段は軽口を叩き合うような仲なのに……。友達が困っているときには、彼は迷わず手を差し伸べる。

　外見だって整っているけれど、私が知る限りでは女性を弄ぶようなこともしない。

　こう見えて、誠実で真っ直ぐなところもあるのだ。

　さらに言えば、宏樹は小さな会社の社長である。

　大学を卒業後、大学の同級生たちを誘って『Seven Produceセブンプロデュース』というアプリ開発会社を立ち上げた。

　ときに苦境に立たされながらもそれを乗り越え、現在は創業五年ほどになる。

　アプリの開発やメンテナンス、アフターフォローを担い、三年前に開発したタクシーアプリの売上が好調だと聞いたことがある。

　彼いわく、今では自ら仕事を選べるくらいなんだとか。

　会えば高校時代と変わらず言い合いをしているけれど、実はハイスペックな男なのだ。

　それなのに、宏樹自身はそういった面を鼻にかけることがないどころか、常に目標を持って仕事に邁進している。

　そういうところは、本当に尊敬していた。

　男女間の友情は成り立たないと言う人もいるし、その意見自体は否定しないけれど、彼とはずっといい友人関係でいられる気がしている。

「ああ、そうだ。今日、お前の家に行くぞ」

「え？」

「荷物、あれで全部じゃないんだろ？　さすがに置いたままってわけにはいかないだろうし、だからって浮気された部屋に取りに行くのも嫌だろ？」

「それはまあ……。でも、今日はいいかな……」

　正直、あのアパートには戻りたくない。

　荷物はいずれ取りに行かないといけないけれど、あそこに行けば泣いてしまいそうだったし、なによりも順とあの女性が抱き合っていたベッドを直視する勇気はなかった。

「あのな、いつまでも逃げてたって仕方ないだろ？　ひとりで行くのは嫌だろうし、最後まで一緒にいてやるから。まあ、元カレとよりを戻したいなら話は別だけど」

「それはないよ。そもそも、向こうだって私とやり直す気なんてないだろうし」

「向こう、ね」

「なに？」

「いや。志穂は浮気されたのに、『別れる』って断言しないんだなと思って。今の言い方だと、『相手の出方次第ではやり直したい』って意味にも取れる」

「そんなつもりじゃ……」

「浮気を許すかどうかは志穂が決めればいいけど、志穂自身を否定するような男はやめとけよ。そんな奴といたって、幸せにはなれないから」

　宏樹の言葉はもっともで、そして私は彼の言う通りだ……と気づく。

　万が一にも順が誠心誠意謝ってきたとしたら、彼とやり直そうとしたかもしれない。

　もうダメだと思っていたはずなのに、あの日は怒りと悲しみとショックでいっぱいだったのに……。時間が経つにつれて、順に対する怒りが薄らいでいたのだ。

　もっと厄介なことに、彼のいいところばかり思い浮かべる時間が増えていた気がする。

（浮気されて、ひどいこと言われたのに、まだ吹っ切れてないなんて……バカみたい）

　自分自身の愚かさに直面して、なんだか恥ずかしくなった。

「とりあえず、ちゃんと食べろよ。腹が減っては戦はできぬ、ってな」

「戦なんてしないでしょ」

「元カレと浮気相手の女と対面することになったら、戦った方がいいだろ」

　冗談か本気かわからない言い方だったけれど、微笑む宏樹を見ていると少しだけ気がラクになった。

「あっ、メイクはばっちりしとけよ。装備は大事だからな」

「なにそれ」

　悪戯っぽく微笑んだ彼に、私は思わずクスリと笑っていた。






　同棲していたアパートに足を踏み入れたのは、十時半頃だった。

　今日は日曜日で、順はだいたいゴルフに行くことが多い。この時期なら、朝方に出掛けて夕方に帰宅するのがルーティンだ。

　予想通り彼の姿はなく、密かにホッとした。

　同棲を始める前に断捨離をしていたから、ここに引っ越してきたときよりも荷物は少ない。夕方までには、どうにか準備を終えられるはず。

　私が身支度を整えている間に宏樹がワゴン車を借りて来てくれたおかげで、荷物は一度で運び出せそうだった。

「俺に触られてもいいものは俺が手伝う。志穂は、自分でやりたいことを優先して。荷造りが終わったものから、どんどん車に運んでいこう。とにかく短時間で終わらせるぞ」

「うん。ありがとう」

　自分のキャリーバッグと、彼から借りたもの。それと、急遽用意した数個の段ボール箱と不用品を入れるためのゴミ袋を広げ、まずはどこになにを入れるかを決めていく。

　宏樹には本や小物類を纏めてもらうことにし、私は衣類を整理することにした。

「こんなことさせてごめんね」

「いいよ、別に。腐れ縁のよしみだ。その代わり、あとでビール奢れよ」

「焼肉でもお寿司でも奢ります」

「よし、言ったな？　じゃあ、夜は焼肉だ」

　話しながらも、彼は手際よく荷造りをしていく。

　なにをどこまで持ち出すかは悩んだけれど、同棲のために一緒に買ったものは置いていくことにした。持っていったところで複雑だし、別に使いたくもない。

　その代わり、私が一人暮らしの家から持ってきたものは全部持ち出すことにする。

「家電は？」

「ノーパソと電子レンジとドライヤーかな。家具はローテーブルだけ持っていく」

「じゃあ、これが終わったら先に車に運び込むか。あ、志穂は荷造りしてろよ」

　宏樹の指示は的確で、作業もとても速い。私は彼に負けじと、どんどん衣類を選別してキャリーバッグに詰めていった。

　幸いにして、靴やバッグはあまり持っていない。服も衣装ケースに入れているものをほとんどそのまま段ボール箱に移しただけで終わり、雑貨類は半分ほど処分した。

「次はなに運ぶ？」

「このキャリーバッグで最後だよ。あとは全部ゴミかな」

　時刻は十五時半。急いで作業をしていたとはいえ、五時間ほどで終わった。

「じゃあ、さっさと行くか」

「うん、そうだね」

　キーケースから、この部屋の鍵を外す。

　胸の奥が少しだけ痛んだ気がしたけれど、それは思い出による補正のせいだ……と自分自身に言い聞かせた。

　宏樹がキャリーバッグを持ってくれ、私が先にリビングを出る。

　直後、玄関のドアが開いた。

「は？」

「あっ……」

　順と私の声が重なり、数秒間の沈黙に包まれる。

「えっ！　やだ、元カノじゃん！」

　彼の傍らには、あの日ベッドにいた女性が寄り添っていた。

「……なんだよ。連絡も寄越さずに来るとか、どういう神経してるんだよ」

　先に言葉を発したのは、順の方だった。

　謝罪を零しそうになって思い留まる。

　今は八月末。今月分の家賃を払っているのだから、ここはまだ私の家でもある。

「どうしてそんなこと言われなきゃいけないの？　今月までは私の家でもあるんだから、順に文句を言われる筋合いはないと思うんだけど」

　できるだけ平静を装った私に、彼が顔をしかめる。

「本当に可愛げがないな。だいたい、俺の浮気を責めておいて、自分だってそういう相手がいたんじゃないか」

「っ……！　宏樹は――」

　カッとなった私を制するように、後ろにいた宏樹が私の前に出た。かと思えば、次の瞬間にはドンッと大きな音が響いた。

「うわっ……！」

　宏樹が順から女性を引き剥がすようにして、彼を壁際に追い詰めたのだ。

「自分がクソだからって、志穂まで同じだと思ってんじゃねぇよ！」

　壁に手をつき、順を見下ろしている宏樹の横顔には、怒りが滲んでいた。

　宏樹の方が順よりも十センチ近く身長が高いせいか、威圧感がある。順は突然壁に追いやられたことに、たじろいでいるようだった。

「志穂がそういう女じゃないってことくらい、元カレのくせにわからねぇのかよ？　さすがは浮気野郎、性格だけじゃなくて脳みそまでクソ以下だな」

　一方、宏樹は順を追い詰めたまま言い募る。

「いきなりなんだよ！　俺は志穂のことならよく知ってるんだよ！　一年も付き合ってたんだからな！」

　言い返した順に、宏樹がふっと鼻で笑った。

「俺は志穂と十年来の付き合いなんだよ。こいつのいいところも悪いところも全部知ってるし、少なくともお前より理解してるだろうな。『可愛げがない』って言ったけど、そうさせたのはお前なんじゃないのか？」

「なっ……！」

「お前は知らないだろうけど、志穂は一度もお前のことを悪く言わなかった。こいつのそういう性格を理解できてないから、平気で傷つけるようなことが言えるんだよ」

　宏樹に気圧された順は、口をパクパクとさせていた。浮気相手の女性も、宏樹の剣幕に恐怖を覗かせながらおろおろしている。

　そんなふたりがなんだか滑稽で、ほんの少しだけ胸がスッとした。

　なによりも、宏樹が味方でいてくれることが心強くて、とても嬉しかった。

「まあ、浮気した上に暴言を吐いて相手を傷つけるような男とは縁を切った方がいいし、志穂にはもっといい男が似合うよ」

　宏樹は順から離れると、呆然としていた私を見た。

　そして、「行くぞ」と言うが否や私の手を取り、もう片方の手でキャリーバッグを引く。私は咄嗟にシューズボックスの上に鍵を置き、口を開いた。

「順、今までありがとう。ばいばい」

　にっこりと笑ったのは、精一杯の虚勢だったのかもしれない。

　けれど、宏樹の大きな手の温もりが私を守ってくれる気がして、涙は零れなかった。






　それから宏樹の家に戻り、一息ついた頃には夕方になっていた。

　彼がマンションのコンシェルジュから台車を借りてくれたおかげで、荷物はどうにか三往復で運び込めた。

　アパートを出てから今まで、宏樹は一度も順のことに触れてこない。それどころか、不自然なほどいつも通りでいてくれた。

「どうにか終わったな」

　私の荷物が置かれたリビングは、昨日よりも圧迫感がある。スタイリッシュな部屋に似合わない光景に、申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

「宏樹、色々とありがとう。恥ずかしいところを見せちゃってごめんね……」

　自嘲の笑みを浮かべると、宏樹が眉を寄せる。

「無理に笑わなくていいだろ」

　彼はため息交じりに告げ、キッチンに行って缶ビールを二本持ってきた。

「座れよ。ヤケ酒くらい付き合う」

　優しい微笑みに、意図せず鼓動が小さく跳ねた。

　宏樹にときめいたことなんて一度もなかったのに、いったいどうしたんだろう。

　理由はともかく、彼は長年のケンカ友達だ。

　失恋で弱った心が勘違いしただけに違いない……と自分自身に言い聞かせ、私はソファに腰を下ろした。

　プルタブを開けてくれた宏樹は、私の缶に自分のそれをコンと当てて「お疲れ」と呟いた。

「愚痴でもなんでも聞くけど」

　一瞬迷って、首を小さく横に振る。

「いいのか？」

「そりゃあ、言いたいことがないわけじゃないけど、やっぱり順だけが悪かったとは思えないから……。あっ、浮気は論外だよ？　そこは問答無用で順が悪いと思ってる」

「うん」

「でも、私たち、言い合いが多かったっていうか……。その都度ちゃんと話し合ってきたつもりだったけど、たぶん順は不満が溜まってたんだよ」

「だとしても、志穂にそれを言えばよかっただけだろ。浮気したことを彼女のせいにして正当化するなんて、ただの自己中で最低な奴なんだよ」

「そうかも。でもまあ、いいところも知ってるから」

　楽しかった思い出もあるから、憎み切れない。

　怒りも悲しみもあって、確かに傷ついたのに……。いい思い出や感謝の気持ちもあるのだ。

「志穂って、気が強いわりにはそういうところがあるよな」

「そういうところ？」

「相手を悪く言わなかったり、むやみに責めなかったり」

「責めたよ。家を出てきた日に、腕にバッグを投げつけちゃったもん」

「どうせなら、顔面に当ててやればよかったんだ」

　本気でそう思っているらしい彼は、嫌悪感をあらわにした顔でこちらを見た。

　私は思わず苦笑を漏らしながらも、「そうだね」と頷いた。

　そのあとは、あえて他愛のない話をした。

　宏樹からは、美紀にも早めに報告しておくようにアドバイスされ、私もそれに同意した。

　彼女のことだ。あまり時間が経ってから話せば、私を叱るに違いない。

　もし相談していたら、きっと今日もついてきてくれただろう。そして、宏樹よりも先に順に言い返し、ビンタの一発でもお見舞いしたかもしれない。

「あ、そうだ。お願いがあるんだけど」

「なに？」

「図々しいんだけど、早めに家を見つけるから荷物を預かっておいてほしいの」

「なんで？」

「だって、さすがにこの荷物を持ってホテルに行くのは無理だし……」

「そうじゃなくて、ここに住めばいいだろ」

　それが当然とでも言わんばかりの宏樹に、私は目を見開いて困惑した。

「え……？　えっと、同居ってこと……？　あ、居候っていうのが正しいのかな？」

　いくらなんでも、昨夜とは状況が違う。

　昨日は流れもあったけれど、さすがに男友達の家に居候するのは憚はばかられた。

「なに意識してるんだよ？　まさか俺とお前でなにかあるとでも思ってるのか？」

「そっ、そんなわけないでしょ！」

　からかうような言い方に、間髪を容れずに反応してしまう。

　刹那、彼がにやりと笑った。

「だったら、問題ないよな？」

　問題があるかないかと言われれば、あるような気がする。

「俺とは一生友達でいたいんだろ？」

　それなのに、なんとなく後には引けない雰囲気になっていて……。

「遠慮するな。長年の付き合いだし、ケンカ友達のよしみだ。好きなだけいていいぞ」

　宏樹があっさりと言い切るものだから、その勢いに押されてうっかり頷いてしまった。

　内心では戸惑いでいっぱいの私に反し、彼はなぜか楽しそうに笑っていた。

















三章　懐かしい感覚と知らない表情












　宏樹の家に居候させてもらって、数日が経った。

　アパートに荷物を取りに行ったのが日曜日で、今日は金曜日。平日の五日間が終わり、そろそろ彼が帰宅する時間だ。

　宏樹はだいたい朝八時前に家を出て、二十時頃には帰宅する。会食などがない限りは、朝食と夕食は家で摂ることにしているのだとか。

　私は日中に就職先を探す傍らで不動産屋を回り、空き時間で掃除や食事の支度をする。

　掃除は共有スペースだけだし、食事だって特別なものは作れないけれど……。彼はいつも、『家に帰ってきてご飯があるだけでありがたい』と喜んで食べてくれている。

　最初こそ、男友達の家に居候するなんてどうなることかと思っていた。

　けれど、意外にも不便を感じるようなことはなく、むしろ今の生活を快適だと感じている。

　日中は宏樹がいない分、変に気兼ねすることはない。

　彼が帰宅してからは一緒に夕食を摂り、他愛のないことを話す。

　時間に余裕があればバラエティー番組を観て笑い合ったり、お酒を飲みながらゲームをしたり……なんてこともあり、なにげに充実している。

　憎まれ口を叩き合うのは相変わらずで、ときにはムッとすることもある。ただ、それがまた楽しかったりもするし、なによりも遠慮なく言い合えて気がラクなのだ。

　夜はリビングのソファを使わせてもらっているけれど、トイレやお風呂は廊下を出たところにあるから、朝まで宏樹がリビングに来ることはない。

　私も早めに起きるようにしているし、彼にまったく気を遣っていないわけじゃないものの、想像よりもずっと居心地が好い。

　もちろん、それもこれも宏樹がきちんと気遣ってくれているおかげなのだけれど。

　私みたいなケンカ友達が相手でも、そういうところにそつがないのが彼なのだ。

「ただいま」

「おかえりー」

　食事の支度ができた頃、宏樹が帰ってきた。

「いい匂いだな」

「今日はカレーだよ。夏野菜をたっぷり入れたから、絶対においしいと思う」

「いいな。しかも、朝からなんとなくカレーが食べたい気分だったんだ」

　彼は笑顔で言い置き、手を洗いに行った。その間にカレーをよそって福神漬を添え、マカロニサラダも出す。

　程なくして戻ってきた宏樹は、部屋着に着替えていた。

「いただきます」

　ふたりで手を合わせ、熱々のカレーを頬張る。

　辛みの中に野菜の甘みと旨みが利いていて、我ながらとてもおいしかった。

「うまいな。一年のときの遠足でじゃがいもをまともに切れなかった奴とは思えない」

「ちょっと、その話いつまでするのよ」

「あの衝撃は忘れられないだろ。じゃがいもの大きさがバラバラだったんだぞ？　一口サイズかと思えば、豆粒みたいなサイズもあったし」

「豆粒は言いすぎだから！　そんなに小さくしてない！」

「そうだっけ？　俺の記憶では、ピーラーを使ったくせに皮が残ってたような……」

「うるさいな……」

　私がうんざりしたように眉をひそめれば、宏樹がケラケラと笑う。

「そういうこと、よく覚えてるよね」

「俺、記憶力がいいから」

「嫌なことに発揮しなくていいから、もうちょっといいことを覚えててよ」

「いいこと？　あったか？」

「もう！　ムカつく！　宏樹のカレーだけ、大量のタバスコでも入れてやればよかった！」

　私がムキになればなるほど、彼はどんどん楽しそうにする。

　ムカつくのに本気で腹が立つことはなくて、そのうち私までつられて笑ってしまうのだから不思議だ。

（順とはこういう言い合いはしなかったな）

　ふと気づけば、こんな風に宏樹と順を比べている自分がいる。

　順は、バラエティー番組はあまり観なかった。ゲームはスマホでするものしか興味がなく、ふたりでテレビの前に並んでコントローラーを持って騒いだことなんてない。

　食事のときには他愛のない会話はしたけれど、こんな風に明るい雰囲気になるよりは落ち着いた時間だった。

　それはそれで好きだったものの、思い返してみても大笑いすることなんてなかった。

　反して、宏樹といると笑っていることが多い。

　それが長年の付き合いがもたらすケンカ友達ゆえのことだとしても、ここ数日だけで彼と一緒にお腹を抱えて笑うことが何度もあった。

　たとえば、ゲーム中。キャラクターを選んで競うカーレースで、ゲームがあまり上手くない私はよくコースアウトしてしまう。

　宏樹はそんな私をからかうけれど、ときにミラクルが起きて私の渾身の攻撃が当たり、彼のキャラが吹っ飛んでしまうことがある。

　そんなときは、悔しそうな宏樹を前に得意げに笑うのがなんとも楽しい。

　そうして笑顔が増えたおかげか、意外ともうあまり落ち込んでいないのだ。

　思っていたよりもずっと早く前を向けるようになってきたのは、間違いなく彼のおかげだと思う。

　今夜もふたりでパズルゲームをしながら、お互いのミスを何度も笑い合った。






　翌日の土曜日。

　宏樹が作ってくれたフレンチトーストを食べていると、唐突に彼が『今日は出掛けよう』と言い出した。

　どこに行くのかと尋ねた私が連れてこられたのは、彼の家から程近いテニスコート。

　十時から二時間の予約を入れ、ラケットやウェアもレンタルしてくれていた。

「なにか賭けるか？」

「テニスをするのは久しぶりだけど、宏樹に負ける気はしないなぁ。私、元テニス部だし」

「言ったな？　じゃあ、昼は冷やし中華で、夜は居酒屋。負けた方の奢りだからな？」

「いいけど、後悔しても知らないよ？」

　一応、今でもたまにテニスはしている。

　高校では硬式テニス部、大学ではサークルで緩く楽しみ、社会人になってからはテニススクールで定期的に開催されているサークルの交流試合にときどき参加しているのだ。

　未経験者の宏樹に負けるとは思わない。

「お前こそ、後悔するなよ？」

　ところが、にやりと笑った彼は、意外にも上手かった。

　私が得意のフォアハンドでライン上ギリギリを攻めても、宏樹がバックハンドで難なく返してくる。

　先に息が上がったのは、私の方だった。

「ほら、頑張れよ。元テニス部」

「うるさい、元野球部！　坊主だったくせに！」

「坊主は関係ないだろ」

「だいたい、なんでそんなに上手いのよ！　宏樹、テニスなんてしたことなかったはずでしょ！」

「それがさぁ、取引先の社長の趣味がテニスで、たまに付き合ってるんだよ。何度かやってるうちに、そこそこ打ち合えるようになった」

　彼は『そこそこ』と言ったけれど、実際のプレーは経験者そのもの。

　スマッシュなんてスピードがある上にコースもよくて、まったく取れない。悔しいけれど、どちらが長年の経験者なのかわからないほどだった。

「ずるい！　騙したの？」

「騙してないよ。言わなかっただけで」

「卑怯者！」

　肩で息をしながらも、憎まれ口は止まらない。

「なんとでも言えよ。俺は賭けのために手を抜かないことにしたからな。ほら、口ばっかり動かしてないで、早く打って来いよ」

　くうぅ……と唇を噛みしめて悔しさをこらえ、全力でサーブを打ち込む。

　けれど、ボールは呆気なく返されてしまい、私は最後まで歯が立たなかった。






「すっごく悔しい！」

　夜になっても悔しさを消せない私に、宏樹がおかしそうに笑った。

「はいはい。また勝負してやるから」

「嫌よ。次も負けたら、もっと悔しくなるじゃない」

「どれだけ負けず嫌いなんだよ」

　苦笑した彼は、香ばしく焼かれたステーキを口に運んで満悦そうにした。

（っていうか、ここいくらするのよ？　居酒屋って言ったくせに！）

　あのあと、テニスコートの近くにあるスパで汗を流した私たちは、宏樹のお気に入りだという小さな定食屋に入った。

　そこは下町のような雰囲気で、七十代近い女性がひとりで切り盛りしているのだとか。店主は彼の名前も知っていて、親しげに会話を交わしていた。

　約束通り冷やし中華を頼み、宏樹がおすすめしてくれただし巻き卵も食べてみたら、あまりのおいしさに感動したほど。

　家庭料理のような優しい味わいなのに、カツオと昆布で取ったという出汁がしっかりと利いていて、決して自分では出せないような味だった。

　そして、一度家に戻ってクーラーの効いたリビングで仲良くのんびりと過ごし、彼のリクエストで六本木にある鉄板焼きのお店にやってきたのだ。

　しかも、コースを予約していたらしく、次から次へと料理が運ばれてくる。

　北海道産のとうもろこしを使ったバターコーンに、帆立やあわびやエビといった豪華な魚介類、そしてオニオンスープ。

　黒毛和牛のステーキなんて口の中でとろけるようで、おいしいなんて言葉では足りない。

　締めのガーリックライスまで絶品で、デザートのゆずシャーベットも最高だった。

　高級店ならではの料理の数々に驚きながらも舌鼓を打ったけれど、会計のことを考えると気が遠くなる。

（せっかくだから全部しっかり味わったけど、私は無職なのよ……。いや、でも宏樹にはすごくお世話になってるんだから、これくらいは……。今日だってランチ代しか出してないわけなんだし）

　おいしいものへの誘惑には抗えなかったし、料理は心から堪能した。

　もしホテル暮らしをしていたら、それなりに金銭面でも大変だったわけで……。高級店と言えども、さすがに私が払えないほどじゃないだろう。

（よし、サクッと会計してやる！）

　覚悟を決めて宏樹とともにレジに行くと、ウェイターに「ありがとうございました」と頭を深々と下げられた。

　笑顔で「ご馳走様でした」と返した彼は、スタスタと歩いていく。

「あれ？　宏樹、お会計は？」

「もう済ませてあるよ」

「えっ？　いつの間に？」

「さっき、志穂がトイレに立ったとき」

　あまりにスマートな対応に、まったく気づかなかった。だって、私が化粧室から戻ったときには、宏樹は涼しげな顔でビールを飲んでいたから。

「そうなの？　えっと、いくらだった？」

「いらない。ここは俺がご馳走するから」

「でも、約束が……」

　戸惑う私に、彼がおかしそうに笑う。

「まさか本気で奢らされると思ってた？」

「う、うん……」

「バカ。そんなわけないだろ」

「でも、ここ高いでしょ？　せめて半分は出すよ」

「昼に奢ってもらったからいいよ。それに、今日は志穂のおかげで楽しめたから気にするな」

　ランチ代なんて、ドリンクをつけてもひとり千円ほどだった。

　なにより、今日一日楽しんでいたのは私も同じ。

「こういうときは甘えて、男を立ててくれればいいんだよ」

　瞳をふんわりと緩める宏樹に、ついドキッとしそうになった。

　昼間は『ご馳走様』と明るい笑顔を見せたくせに、今度はさらりとご馳走してくれるなんて……。その言い分もスマートすぎて、なんだかずるい。

「……じゃあ、お言葉に甘えます。ありがとう、ご馳走様」

「どういたしまして」

　にこっと微笑む彼は、どこか嬉しそうにも見えた。

（なんていうか、宏樹ってこういうやり取りに慣れてるよね。そつがないし、他の女の子にもこんな風にしてるのかな？）

　そんなことを考えたとき、胸の奥がチクリと痛んだ。

（あれ？　なんで……）

　今日もいつも通りの雰囲気だった。

　軽口を言い合いながらも高校時代のようにはしゃいで、とても楽しかった。

　けれど、今は宏樹を見ていると落ち着かなくて、なんだか心がざわめいている。

　その理由がわからないままに、私は今夜も彼の家に帰るのだった。







＊　＊　＊








　数日後、久しぶりに美紀と会った。

　仕事帰りの彼女と落ち合い、イタリアンバルに繰り出して十五分。

「……ふーん。私にはちっとも相談してくれなかったのに、宏樹と住んでるんだ」

　ここ最近の出来事を話すと、美紀は猫目がちな二重瞼を私にじっとりと向け、拗ねたように頬杖をついた。

「ごめんね？　でも、美紀は同棲してるし、頼るわけにはいかないでしょ？　それに、宏樹の家に泊めてもらってるのもなりゆきで……」

「それでも、数日くらいは泊めてあげられたよ！　せめて家を出た日くらい頼ってくれてもよかったのに！　志穂だって、私が困ってたら助けてくれるでしょ！」

　彼女のショートカットの髪が揺れるほど、力強い口調で返ってくる。

「うん、そうだよね……。本当にごめん」

　美紀の言い分はよくわかる。だからこそ、素直な謝罪が口から零れていた。

「それで？　宏樹の家に居候して何日目？」

　不満の色を残したままの美紀が、ハイボールを飲んでから私を見つめる。

「えっと、十日かな」

「そう。なんだかすっきりした顔してるね」

「え？」

「彼氏と別れたわりには元気っていうか、前に会ったときよりも明るい顔してる」

「そうかな？」

　前回、美紀と会ったのは一か月半ほど前だ。

　そのときのことはちゃんと覚えているものの、自分がどんな顔をしていたのかはわからない。

　けれど、彼女がそう言うのなら、私は以前よりも明るい表情をしているのだろう。

「うん。落ち込んでなさそうに見えるし、むしろちょっと生き生きしてない？」

「だとしたら、宏樹のおかげかも。思い返すと、宏樹の家に泊めてもらってからは毎日言い合いばかりで、落ち込んでる暇もなかったんだよね」

　思わず、苦笑が漏れる。

　よく考えれば、毎日毎日よく飽きもせずに言い合いができるな、と思う。

　それでいて気まずくなったことは一度もないのだから、とてもありがたいことだ。

「あーあ、妬けるな。宏樹に負けたみたいで悔しいんだけど」

「なにそれ。勝ち負けじゃないでしょ」

「あくまで私の気持ちの問題なの。というわけで、愚痴でも弱音でも聞くよ。今日は志穂を気晴らしさせる会だから」

「気晴らしさせる会？」

　私が首を傾げると、美紀が不服そうな面持ちになった。

「実は、宏樹から『気晴らしさせてやってほしい』って頼まれたんだよね」

「そうなの？　じゃあ、もしかして多少の経緯も聞いてたんじゃ……」

「まあね。全部は聞いてないけど、宏樹がちょっとは話してくれたし。だから、余計に負けた気がするっていうか……」

　眉を寄せる彼女を余所よそに、これで合点がいった。

　宏樹とテニスに行った日の夜に美紀から連絡がきたため、タイミングがいいと思っていたのだ。

　彼がそんな風に言ってくれていたのなら、それも理解できる。

　そして、こんなことにまで気を回してくれる友達思いの宏樹の行動に胸がじんわりと温かくなる反面、彼に過保護にされている気がして気恥ずかしいような感覚も抱いた。

「宏樹の奴、志穂の彼氏みたいだよね」

「実際にはただのケンカ友達だけどね」

「でも、これからはどうなるかわからないでしょ？」

「どういう意味？」

「長年の友達から恋人になるっていうのもいいと思わない？」

「えぇっ？　なに言ってるの？　私と宏樹だよ？」

「まあ、個人的には志穂が宏樹のものになるって複雑なんだけど。友達としていい奴なのは知ってるし、浮気して志穂を傷つけるような元カレより百倍はマシじゃない。社長だし、どうせいいところに住んでるんでしょ？　渋谷区だっけ？」

「いや、あのね……社長とか家とか以前に、宏樹は友達だからね。しかも、会えば必ず憎まれ口を叩き合うケンカ友達だよ？」

「でも、十日も一緒に住んでるのに、不満もなさそうだし」

「それは、気心が知れてるからで……」

「そこから恋が芽生えるかもしれないじゃない」

　考えてみたところで、まったく想像がつかない。

　思わず笑ってしまうくらい、本当にありえないことだと思った。

「ないない！　宏樹はすごくいい奴だし、今回のことは本当に感謝してるけど、どう考えてもケンカ友達だよ。十年以上もこの関係だったのに、今さら変わらないって」

「わからないよ。だって、男と女だもん。一週間以上も寝食を共にしてれば、恋が芽生えたって不思議じゃないと思うけど」

「な、なに言ってるのよ！　っていうか、食は共にしてるけど、寝は別だから！　まったく共にしてないからね！」

　一瞬、美紀の言葉を意識してしまったことに気づいて、慌てて否定した。

「そう？　じゃあ、寝も一緒にしてみたらいいんじゃない？」

「するわけないでしょ！　もう！」

　彼女はからかうように言ってのけ、なぜか意味深に微笑んでいた。






　その夜、ソファで寛いでいると、お風呂を済ませた宏樹が私の隣に腰を下ろした。

「暑……」

　彼は、上半身になにも纏っていない。

　濡れた髪からぽたぽたと落ちる雫が艶めかしく見えて、なんだか落ち着かなかった。

『そこから恋が芽生えるかもしれないじゃない』

（いやいやいやいや……！　ないない！）

　美紀の言葉を思い出し、ひとり慌てふためきそうになる。

「……服着なよ」

「だって、暑いし。それに、こういうときは顔を赤くするくらいの方が可愛いぞ」

「宏樹の上半身なんて、高校生のときに散々見たし今さらでしょ」

　声に力がこもりそうになって、必死に平静を装う。

　けれど、本当は宏樹を直視できない。それを彼に気づかれてしまわないか、内心ではひやひやしていた。

「へぇ。じゃあ、俺がこの格好で隣にいてもなんとも思わないってこと？」

「当然でしょ」

　なんでもないふりをしながらも、鼓動が少しずつ速まっていく気がしてならない。

「なるほど」

　そんな私が視線を泳がせていると、宏樹がソファから立ち上がった。

　反射的に目で追ってしまった直後、私に影がかかる。彼は私の体の横に右膝をつくと、ソファに体重を預けるようにした。
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「え……？」

　私を見下ろす宏樹が身体を屈め、背もたれに右手を置いて真っ直ぐな視線を寄越してくる。その双眸には、目を見開く私の姿が映っていた。

「っ……」

　グッと近くなった距離と鼻先をくすぐるシャンプーの香りに、思わず息を呑んでしまった。

「な、なに……？」

　なんとか発した言葉には、もう平静を纏わせる余裕もなかった。

　鼓動はうるさいくらいにドキドキと高鳴って、息が上手くできない。

　心音に合わせて胸の奥が熱くなり、まるで血液を介してその熱を全身に伝えるようだった。

「別に」

　ふっ、と宏樹の瞳が緩められる。

　唇の端を持ち上げた彼は、どこか楽しげで……。けれど、程なくして満足したように私から離れていった。

　呆然としたままの私を余所に、宏樹がリビングから出て行こうとする。

「じゃあ、おやすみ」

　そう言って振り返った彼は、にやりと意味深な笑みを残していった。

「ッ……！　なんだったの……」

　息を止めてしまっていたことに気づいたのは、それから少し経ったあとのこと。

　一拍置いて、数時間前の美紀との会話を思い出したけれど……。咄嗟とっさに首をブンブンと横に振り、大きく深呼吸をした。

　ところが、私は全身を包む熱を持て余したまま、しばらくの間動けなかった。

















四章　不意打ちのキス












　ノートパソコンの前で、深呼吸をする。

　メールボックスの一番上にあるメールを開き、意を決して内容に視線を走らせた。

「嘘っ……！　採用!?」

　目を大きく見開いた私は、安堵と喜びに包まれる。

　この三週間、就職活動に勤しんだ努力が、ようやく実を結んでくれた。

「よかったぁ……。これでダメだったら、また凹むところだったよ」

　受けた会社は十二社。

　そのうち書類選考で落とされたのが七社。残りの五社のうち、四社からはすでに不採用通知が届いていて、まさに崖っぷちだった。

　もちろん、大学時代の就活に比べれば、受けた会社自体は圧倒的に少ない。けれど、失業してから再就職先を探すのは、心身ともに本当に堪えた。

　苦戦した大学生のときのことを思い出し、自分が必要のない人間に思えて、負のループに陥りそうだったのだ。

　宏樹や美紀の前では明るく振る舞っていたものの、このまま就職先が見つからなければどうしよう……と不安で、眠れない夜もあった。

　もっとも、それでも笑顔で過ごせたのは、彼のおかげに違いないけれど。

（なんとか誕生日までに決まった……）

　ホッと息をつき、スマホを開く。

　明日は九月二十七日で、私の二十八歳の誕生日。

　失業保険をもらってゆっくり就活することや、地元で再就職することも視野に入れていたけれど、やっぱり今の場所で頑張りたかった。

　特別な夢があるとか、すごいスキルがあるとか……。そんなことはない普通の事務員だったけれど、これからも東京にいたかったのだ。

「ただいま」

　安堵感に包まれていると、帰宅した宏樹がリビングに姿を見せた。

「あ、おかえり」

「なにかいいことでもあった？」

「え？　なんで？」

「朝より表情が明るい気がするから」

　目をぱちくりとさせた私に、彼が「当たりだろ？」と得意げに笑う。

　すぐに指摘されて驚いた反面、顔を合わせた途端に気づいてくれたことに感心した。

「うん。実は就職先が決まったの！」

「おお、よかったな！　おめでとう！」

　パッと明るい笑顔になった宏樹は、まるで自分のことのように喜んでくれた。

　当の本人である私よりも嬉しそうに見えるほど、彼の顔つきは喜色で満ちている。

「ありがとう。宏樹が居候させてくれなかったら、きっとこんなに早く決まらなかったと思う」

「そこは志穂の努力の成果だろ。俺は家を貸しただけだよ」

　いつもはからかってきたり憎まれ口を叩いてきたりするくせに、こういうときには決して恩着せがましいことを言ったりしない。

　宏樹のそういうところがすごいと思う。

　出来すぎている性格が少しだけ憎らしいけれど、彼の器の大きさには感服してしまう。

「明日、祝ってやるよ。夜は外で食べよう」

「えっ、いいの？　って、むしろ私がお礼しなきゃ！　ずっと泊めてもらってるわけだし」

「それはまた今度な。明日は志穂の再就職祝いにしよう」

　さらりと言ってのけるところが、かっこいい。

　洗練されているというか、こなれているというか……。こちらの意見も受け取りつつ、嫌味もなくスマートに提案してくれる宏樹のことを、悔しいけれど尊敬した。

「じゃあ、お言葉に甘えます。でも、近いうちにお礼させてね」

「はいはい。楽しみにしてるよ」

　彼は「とりあえず乾杯するか」と言い、夕食に手をつける前に缶ビールで乾杯した――。






　翌日の夜。

　宏樹が連れて来てくれたのは、表参道にあるレストランだった。

　ミシュランの星を取得したシェフが手掛ける創作フレンチは、三年前のプレオープンから話題を呼び、今ではなかなか予約が取れないことで有名だ。

　一日五組限定というディナーコースは、少なくとも一か月ほど前には予約しないといけないと聞いたことがある。

　もちろん、コース料金だってそれに見合ったもの。

　窓際のテーブル席に案内されたあとで、彼を見ながら体を前のめりにした。

「ちょっと、宏樹……いくらなんでも高級すぎない？」

「お祝いだからいいんだよ」

「ただの再就職だよ？　っていうか、昨日の今日でどうやって予約したの？」

「さあな」

　宏樹は私の疑問を煙に撒くように、にっこりと笑みを湛えただけ。

　ドレスコードがあると聞き、一応フォーマルワンピースを着てきたけれど……。洗練されたスーツ姿の彼と並ぶと、圧倒的に見劣りしている気がする。

「私、場違いすぎて怖いんだけど……」

「なにが怖いんだよ。いつも通り、憎まれ口でも叩いてればいいだろ。志穂って、変なところで小心者だよな」

「私は宏樹と違って、こういうお店に慣れてないんだから仕方ないでしょ。小心者っていうより、デリケートなの」

　眉を寄せれば、宏樹がクスッと笑う。

「そうそう、その調子」

「その調子って、なによ……」

「いつも通りでいろ、ってこと。俺と一緒なんだから、不安になることなんてないだろ。リラックスして、料理を楽しめばいいんだ」

　なんでもないことのように言われると、気が抜けてしまいそうになる。

　気づけばさっきよりも緊張が解れていて、自分の表情が緩んだことがわかった。

　程なくして食前酒のシャンパンが運ばれてくると、彼がグラスを持ち上げた。

「再就職先が見つかってよかったな。おめでとう」

「ありがとう」

　笑顔で答えれば、宏樹がいっそう笑みを深める。『乾杯』と声をかけようとしたとき、それよりも早く彼が口を開いた。

「あと、誕生日おめでとう」

「え……？　覚えてたの？」

　最初に驚きが、一歩遅れて喜びが込み上げてくる。

「まあな」

　誕生日まで祝ってもらえるなんて思ってもみなかった。

　大学生の頃までは、美紀や後藤くんも含めてそれぞれの誕生日のときには集まっていた。

　けれど、社会人になると四人が揃うことはそうそうなくて、お祝いをし合うことはなくなった。私自身も、今では美紀の誕生日くらいしか祝っていない。

　だからこそ、宏樹の行動が特別なサプライズに思えた。

「ありがとう。私、宏樹の誕生日にはもうずっとなにもしてないのに……」

「そもそも、誰かさんは俺の誕生日なんて忘れてるだろ」

「それはさすがに覚えてるよ！　八月二十七日でしょ？　私と一か月違いなんだから、きっとずっと忘れないよ」

　胸を張るように言い切ったあとで、ハッとする。

（あれ？　確か、その日って……）

　ちょうど一か月前は、アパートに私の荷物を取りに行った日。

　私は、彼の誕生日を祝わなかったどころか、自分の荷造りを手伝わせた上、元カレから守ってもらったのだ。

　いくら気心が知れたケンカ友達とはいえ、これはあまりにもひどい。

「ごめんなさい！　宏樹の誕生日って、一緒にアパートに行ってくれた日だったよね……！」

　気づかなかったこと、気遣えなかったこと、今さらになって気づいたこと。

　すべてが不甲斐なくて、友達だと名乗る資格もない気がする。

「バーカ」

　身を小さくしていると、宏樹がふっと破顔した。

「友達なんだから、そんなこと気にするなよ。あのとき、志穂は大変だったんだし、俺の誕生日なんてどうでもいいよ。ちょっとからかっただけなんだから、そんな顔するな」

　明るく笑い飛ばした彼は、「ほら」とグラスを掲げるように目配せをしてくる。

「……ありがとう。宏樹はやっぱりいい奴だね」

「だから、今さらだって」

　小さく噴き出し合った私たちはようやく乾杯し、次々に運ばれてくる豪華な料理たちに舌鼓を打った。

　食事中、ときどきはちょっとした言い合いをしながら、宏樹も私も何度も笑っていた。

　その時間が本当に楽しくて、デセールを食べ終える頃には少しだけ……本当にほんの少しだけ、名残惜しいような気持ちになってしまった。






　往路はタクシーを使ったけれど、帰路では散歩を兼ねてゆっくりと歩き、帰宅したときには二十三時近くになっていた。

　お互いにシャワーを済ませ、なんとなくソファで寛ぎ始める。

　今夜の余韻を噛みしめ、寝るのを惜しむようにも思えたけれど……。私は今夜伝えようとしていたことを話すために、おもむろに口を開いた。

「宏樹、話があるんだけど」

「うん？　お礼なら、もういいからな」

　帰りの道中で何度も感謝を述べた私に、宏樹が眉を下げて笑う。

　私は「違うよ」と苦笑したあとで、彼を見つめた。

「私、近いうちにここを出て行くね」

　楽しさのせいで、食事中も帰り道でも切り出せなかったことを告げる。

「え？」

　すると、宏樹が目を小さく見開いた。

「今日明日ってわけにはいかないけど、目ぼしい引っ越し先はもう見つけてあるから、早ければ二週間以内には出て行けると思う」

　不動産屋に訊いたところ、私が引っ越し先の候補に入れているアパートはすぐに契約できるのだとか。

　もちろん、先に契約する人が現れるといけないから、急ぐ必要があるのだけれど。

「今、二か所で悩んでるんだ。どっちも通勤には便利なんだけど、もう一回内見してから決めようと思ってるの」

　明るく言いながらも、ほんのりとした寂しさが込み上げてくる。

　約一か月間、毎日楽しかった。

　朝と夜は食事を共にして、寝る前の時間はお酒を飲みながらテレビを観たりゲームをしたり……。そんなときには、何度も笑い声が上がっていた。

　土日は別行動することもあれば、一緒に出掛けることもあった。

　テニスをしたのはあの日だけだったけれど、ボーリングやカラオケに行ったり、ゲームセンターに立ち寄ってみたり、アウトレットモールや近所のカフェに繰り出したこともある。

　まるで高校生のときのような遊び方は、懐かしくも楽しかった。

　誘うのも提案するのも、いつも宏樹から。

　けれど、私はいつしかそんな風に過ごすことが楽しみになっていて、肩肘を張らずに満喫していた。

　憎まれ口は日常会話の延長で、悔しさを感じても本気で腹が立ったことはない。

　当初は、１ＬＤＫに住む男友達の家に居候させてもらうなんて絶対に気を遣うと思っていたし、ストレスもそれなりに溜まるに違いないと考えていた。

　ところが、その予想は大きく外れた。

　嫌な思いをしたことはなく、むしろ順との同棲生活よりも快適だった気さえする。

　失恋した直後でも、先が見えない不安を抱えていても、落ち込むだけの日々にならずに済んだのは、他の誰でもない宏樹のおかげだ。

　意地悪だったり私をからかったりしてくるけれど、彼はいつだって友人として味方でいてくれた。

　だからこそ、この時間が終わってほしくないような気持ちもある。

　とはいえ、恋人でもない男女がいつまでも一緒に暮らすわけにはいかないし、長年の友人であってもこれ以上甘え続けるわけにはいかない。

「出て行く前に、なにかお礼させてね。今度こそ高級焼肉でもお寿司でも、なんでもご馳走するから。それと、引っ越しが終わったら遊びに来て。美紀と後藤くんも誘って、久しぶりに家で飲むっていうのも――」

「このままここにいろよ」

　心の中の本音を隠すように笑っていた私に、宏樹が真っ直ぐな眼差しを向けてきたかと思うと、私の後頭部に手を回して……。

「ッ……!?」

　次の瞬間には、彼の唇によって私の唇が塞がれていた。

　触れている温もりと、清潔感のあるシャンプーの香り。

　知らない感覚と、知っている匂い。

　キスされたのだと気づくまでに時間が必要で、思わず目を真ん丸にしていた。

　ゆっくりと唇が離れ、後頭部が解放されても、宏樹の目は真剣なままで。困惑でいっぱいの私は、引き攣った笑みを浮かべてしまう。

「え……？　ちょっと、なに？　やだな、もう……。冗談にしてはやりすぎだよ？」

　きっと、またからかわれているだけ。こういうのは彼の得意分野だ。

「だいたい、いくら私と過ごす時間が楽しかったからって、付き合ってもない男女がずっと一緒に住むわけにはいかないでしょ」

　そう思ったから必死に平静を装って、冗談めかして笑ってみせた。

　キスのことにはあえて触れなかった。そうすることで、この異様なほど張り詰めた空気に気づかないふりをしようとした。

「だったら……」

　それなのに、宏樹は表情を崩さない。

「付き合えばいいだろ」

　一拍置いた彼が、私を見据えたまま静かに告げた。

「志穂」

　宏樹の声音は聞き慣れないほどに甘く、それでいて緊張感を纏っている。

　まるで、本気だ、と突きつけられているようだった。

「本当は、今日言うつもりだったんだ。好きだ、って……」

「え……？」

「でも、言えなかった。俺に笑顔を向ける志穂が、俺のことを友達としてしか見てないってわかってたから……」

　レストランでたまに訪れた沈黙に、帰路でのどこか落ち着かない様子。

　思い返せば、彼の態度に微かな違和感を抱いた瞬間があったのに……。そのときは楽しさのあまり、たいして気にしていなかった。

「この際だから白状するけど……高校のとき、俺は志穂が好きだった」

　キスされたときよりもずっと、目を真ん丸にしてしまう。

「でも、お前はテニス部の先輩が好きだって知ってたから、言えなかったんだ。脈なしだってわかって何度も諦めようとしたけど、高校を卒業するまで諦められなかった……」

　困惑することしかできない私に反し、宏樹の声は覚悟を決めたように落ち着きを取り戻していた。

「でも、卒業式の日に志穂から『一生友達でいたい』って言われて……。いい加減にこの気持ちは消そう、って決めたんだ」

　滔々とうとうと紡がれる言葉に、思考がついていかない。

「ずっと友達でいいと思ってた。ちゃんと楽しかったし、一度は自分の気持ちにケリをつけたのも嘘じゃない」

　けれど、彼は私を追い込むように話をやめない。

「それなのに、一緒に住んでるうちに志穂といるのがどれだけ楽しいのかって痛感させられて、志穂の笑顔や他愛のない会話だけで心が癒されてることにも気づいて……また志穂のことを好きになったんだ」

　想いを真摯に伝えてくる宏樹が、まるで知らない男性のように見えた。

「そんなこと……急に言われても……」

　ようやく口を開いた私は、彼の瞳を見ることができない。

　あちこちに彷徨う視線は、戸惑いで満ちた私の心を映し出していた。

　鼓動がやけにうるさくて、脳がクラクラと揺れている気がする。

　ワインの酔いが今さら回ってきたのか、予想もしなかった宏樹の言葉のせいか……。考えなくても、答えはわかっている。

　それでも、今はまだ彼の言葉を噛み砕けなかった。

「『今すぐに返事をくれ』なんて言わない」

　宏樹は、そんな私の心情すら見透かしているみたいで。眉を下げて困り顔で微笑み、私の頬にそっと触れた。

「ただ、ちゃんと考えてほしい。今伝えたことに嘘はひとつもないから」

　大きな手から伝わってくる体温が、夢じゃないと私に告げる。

　それを理解する思考とは裏腹に、呼吸が上手くできない。

　私がわかっているのは、騒ぎ続ける自分の鼓動の感覚と彼の体温だけだった――。

















五章　嫉妬が教えてくれた本音












　一睡もできないまま迎えた翌朝は、ひどい顔をしていた。

　昨夜はベッドを譲ってくれると言った宏樹をリビングから追い出し、一晩中グルグルと思考を巡らせていた。

　けれど、考えても考えても、なにもわからない。

　ひとまず今朝は顔を合わせないようにしようと、まだ五時だというのにメイクを始めた。

　宏樹が起きてくるのは、いつもだいたい六時頃。

　それまでに身支度を整え、カフェにでも駆け込もう。

　今、彼と鉢合わせてしまったら、どんな顔をすればいいのかわからない。

　私は、恥ずかしさと気まずさと戸惑いでぐちゃぐちゃになっていて、とにかく逃げることしか頭になかった。

「随分と早いんだな」

　ところが、私がメイクを終えるなり、宏樹がリビングに現れた。

　にっこりと笑う彼は、まるで私の行動を見透かしていたとでも言わんばかりだった。

「……なんでこんなに早いのよ」

　つい身構えてしまい、ソファから立ち上がる。

「志穂のことだから、俺が起きる前に出掛けそうだなと思って」

　うっ……と言葉に詰まる。図星すぎて、返すセリフがなかった。

　一方、宏樹はどこか楽しそうで、昨夜のような真剣な雰囲気はない。

　いつも通りの彼の姿に、もしかしたらあれは夢だったんだろうか……なんて考えてしまったほど。

「いくらなんでも、人の告白をなかったことにするなよ？」

　けれど、やっぱりそれは気のせいだった。

「し、しないし！」

「どうだか。早速、俺から逃げるつもりだったくせに」

「逃げるって……。私はただ、ひとりでゆっくり考えようと思っただけで……」

「ひとりで悩むよりも、ふたりで一緒に考えた方がいいと思うけど」

「一緒に？」

　小首を傾げた私に、宏樹が唇の端を持ち上げる。

「そうだな。たとえば……」

　言うが早く、近づいてきた彼の手が私に伸びてくる。

「こんなことしてみれば、ちょっとは自分の気持ちがわかるかもよ？」

　直後には、私の体が宏樹の腕の中にいた。

「っ……！　きゃあぁっ……！」

　うっかり叫んだ私の口を塞ぐように、彼が自分の胸元に私の顔を押し当てさせる。

「こら、まだ朝早いんだぞ。苦情が来たらどうするんだ」

　力強く私を抱きしめる腕の中で必死にもがき、どうにか顔を上げた。

「宏樹が変なことするからでしょ！」

　ぷはっ、と息を吐いて、抗議の目で宏樹を睨む。けれど、彼はまったく気にしていないようだった。

「これくらいしないと、志穂は俺のことを意識しないだろ？」

「あっ……当たり前じゃない！　昨日までただの友達だと思ってたのよ？」

「俺はそんな風に思ってなかったけどな」

　じっと見つめられて、たじろいでしまう。

　真っ直ぐな瞳は、私を惑わせるような力を持っている気がした。

「でも、志穂が本気で嫌なら殴っていいよ」

　静かに告げながら、再び手が伸びてくる。

　頬に触れた手が肌をそっと撫で、そのまま髪を優しく梳いた。

　抵抗しようと思っているのに、体が動かない。

　それどころか、宏樹の言葉で嫌だと思っていない自分に気づいてしまって……。さらには、愛おしげに緩められた彼の瞳に心ごと捉われて、息が上手くできなくなりそうだった。

「ちゃんと考える、から……今は待って……」

「わかった」

　柔らかく微笑んだ宏樹は、私の頭をポンポンと撫でた。そんな手つきまで優しくて、胸の奥がきゅうっと締めつけられる。

　痛みにも似た感覚は、それでいてほのかに甘さを纏っている。

　そのことに気づいたとき、彼に対する気持ちも私たちの関係性も昨日までとは変わっているのだと悟った。

　そして、もう〝ケンカ友達〟には戻れないことにも気づいてしまった。






　それから二日後。

　私の誕生日が水曜日だったおかげで、宏樹は木、金曜日にはいつも通り仕事に行き、残業で帰宅が遅かった。そのため、この二日間はたいして一緒に過ごしていない。

　けれど、今日は土曜日で、彼は休みだ。現状ではまだ無職の私も、仕事はない。

　つまり、このままだとふたりきりで過ごすことになるに違いなかった。

「今日はドライブでも行くか」

　案の定、宏樹は朝食を終えるなり、そんな提案をしてきた。

「私、今日は不動産屋に行くから」

　ただ、私だって彼の性格をよく知っている。ふたりきりで過ごさなくて済むように、わざわざ内見巡りをすることにしたのだ。

「行かなくていいだろ」

「いいわけないでしょ。目星をつけてたところはもう契約されちゃったし、急いで探さないといけないんだから」

　宏樹に告白された翌日、そのことで頭がいっぱいだった私は、内見の予約を入れていたことをすっかり忘れてすっぽかしてしまった。

　慌てて予約を取り直したものの、嫌な予感は当たった。同日の夕方に担当者から電話がかかってきて、私が内見を希望していた部屋が埋まったと知らされた。

　自分のミスとはいえ、二軒とも契約されてしまうなんて運がない。

「じゃあ、俺も行く」

　当たり前のようについてこようとする彼に、思わずため息を漏らす。

「どうして？」

「女ひとりだと舐められるかもしれないだろ？」

「そんなこと……」

「絶対に男がいた方がいいと思うけど」

　にっこりと笑みを浮かべる宏樹の言い分も、確かに一理あるとは思う。

　最初に訪ねた不動産屋の男性スタッフはやけに横柄で、そのくせ私がいるときにやってきた男性客にはペコペコしていた。

　女性ひとりよりも宏樹とふたりの方がいいのは、たぶんあながち間違いじゃない。

「それに、志穂が気づけないようなことに気づけるかもよ？」

　その言葉にも心が揺れた私は、結局彼が同行することを承諾してしまった。






　それを後悔するはめになったのは、数時間後のこと。

　予め私が目星をつけていた三軒と担当者が勧めてくれた二軒を回ったところ、ことごとく宏樹から反対意見が出てしまい、前向きな検討ができなかった。

「そんな顔するなよ。引っ越してから後悔するより、先に気づける方がいいだろ」

「宏樹、わざと反対してない？」

「人聞きが悪いな」

　彼は肩を竦めながらも、悪びれなく笑っている。私の指摘が外れていないのは、その表情でわかった。

「やっぱり！　おかしいと思ったのよね」

　日当たりが微妙。導線が悪い。線路沿いはうるさい。脱衣所の床が軋む。一階はセキュリティ面でよくない。

　行く先々でダメ出しをしていた宏樹は、まるで粗探しをしているようだった。

　私がベランダを見ている間に、彼がこっそり『２ＬＤＫでおすすめの部屋はありませんか？』と担当者に訊いていたことも知っている。

「あのね、私は来月から新しい職場で働くのよ？　早く引っ越さないといけないの」

「俺と付き合ってここに住めばいい。あ、でも１ＬＤＫだと狭いし、ふたりで住みやすい部屋を――」

「探しません」

「なんでだよ」

「一緒に住まないから」

「じゃあ、とりあえず付き合って」

「そ、それは……」

　不意の言葉に、うっかり動揺させられてしまう。

　宏樹のペースに巻き込まれないようにしていたのに、たった一瞬で彼のペースに呑まれる自分が不甲斐ない。

　それなのに、じっと見つめられると、冷たく突き放すことはできなくて……。

「ッ……！　まだ保留！」

　精一杯の虚勢を張って、投げやりに言い返した。

「振られないならいいよ」

　けれど、宏樹が嬉しそうに笑うものだから、鼓動が高鳴ってしまう。

　これも彼の思惑だとするのなら悔しくてたまらないのに、やっぱり嫌だとは思っていない私がいて、自分でも自分の気持ちがよくわからなくなっていった。

「とりあえずなんか食べに行くか。なにがいい？」

「別にお腹空いてないからいい」

　これ以上は宏樹の思惑通りになるもんか、とそっぽを向いたけれど……。空気の読めないお腹が、グウゥと豪快に鳴った。

　クッと喉の奥で笑いを噛み殺した彼が、にやにやと意地悪な笑みを向けてくる。

「イタリアン、フレンチ、中華、焼肉、寿司、スペイン……どれ？」

　肩を震わせながらも私を見る宏樹に、羞恥でいっぱいの私は眉を寄せる。

「……小籠包」

「中華っていうか、飲茶か。仰せのままに、空腹のお姉さん」

「意地悪っ！」

　ムカつくのに、本気で怒れない。

　困っているのに、嫌じゃない。

　好きか嫌いかで言えば前者で、大事か大事じゃないかで言えばそれも同じ。

　それでも、彼に対する感情が恋か……と訊かれれば、頷くことはできなかった――。






　十月の中旬に入っても、引っ越し先の目星はつかなかった。

　私の誕生日からすでに二週間。毎日のようにネットでアパートを検索し、宏樹と内見に行った日以降にも不動産屋に足を運んだ。

　それなのに、候補すら見つかっていない。

『その気になれば、引っ越しはできるでしょ。仕事が始まるまでにどうしても引っ越したいなら、妥協してでも見つけるしかなんだし』

　電話口の美紀が、あっけらかんと言ってのける。

　次に会う日を決めようと連絡をくれた彼女から近況を尋ねられ、私は引っ越し先が見つからないことを嘆いたのだ。

「そうは言っても、失敗したくないし……。私、よく考えたら自分ひとりで家を探したことってないんだよね。大学のときは寮だったし、就職で一人暮らしを始めるときには母が一緒に内見してくれたし」

　あえて口にはしなかったけれど、順と同棲するときには彼がエスコートしてくれた。

　宏樹と内見に行ったとき、彼は粗探しをしているようでいて、その指摘が一理あったのも事実。だから、私はあの日に決められなかった。

『でも、そこまで焦ってないじゃない』

「いやいや、焦ってるよ！」

『本当に焦ってるなら、志穂はもっと躍起になってるわよ。まあ、宏樹はいきなり追い出したりしないだろうし、いっそのこと家は新しい仕事が落ち着いてから探せば？』

「いや、そういうわけにもいかないっていうか……」

　もにょもにょと口ごもる私に、美紀が『ん？』と怪訝そうな声を漏らす。

『なにかあった？』

　どこか楽しげな口調に躊躇しつつも、すでにキャパオーバーだった私は素直に打ち明けることにした。

「宏樹に……その……」

『告白でもされた？』

「なんでわかるの!?」

『宏樹が高校のときに志穂を好きだったことは知ってたからね』

「えぇっ？」

『ちなみに、後藤くんも知ってる。気づいてなかったのは志穂だけだよ』

　驚いている私の耳に、『本当に気づいてなかったんだね』と感心したような声が届く。

『いいじゃん、付き合えば？』

「なっ、なに言ってるのよ！　私たちが付き合うとか、そんな……」

『志穂だって、宏樹のことは嫌いじゃないでしょ？　っていうか、一か月以上も同居しておいて、嫌ってことはないだろうし』

「そりゃあ、好きか嫌いかで言えば好きだし、いい奴だとは思うよ。でも、そういう風に見たことがないっていうか……今までずっと、本当にただの友達だと思ってたし」

『でも、まだ返事してないんだよね？』

「それは、まあ……」

『だったら、ナシじゃないってことだよね？　長年の友達だからさすがに即座に振ることはないにしても、その話ぶりだと何日も悩んでるんでしょ？』

　さすがは付き合いが長く、一番仲がいい友人なだけはある。

　核心を突く言葉の数々に、私はぐうの音も出なかった。

『長い付き合いだからこそ、いきなりそういう風に見られないっていうのはわかるよ。でも、悩むってことは志穂の中に引っかかることがあるんじゃない？』

「そう、なのかな……。でも、引っかかることがあるとしたら、もう今までみたいな関係には戻れないってことの方が……」

『いや、そこは宏樹だから大丈夫でしょ』

　上手く言語化できない私に対し、美紀はぴしゃりと言い切ってしまう。

『そりゃあ、振った直後は多少気まずくなるだろうけど、別に今まで通り四人で会うだろうし、そうなったら宏樹は涼しい顔して志穂と言い合いすると思うよ』

　確かに、彼女の言う通りだ。

　宏樹は、もしなにか思うところがあったとしても、私の前ではきっとそれを出さないに違いない。彼は、そういう気遣いができる人だから……。

『そんなに悩んでるなら、想像してみたら？』

「なにを？」

　付き合ったとしたら……というシミュレーションなら、すでにもうした。

　けれど、上手く想像できなかったから、仮にそういうアドバイスなら無意味だ。

『宏樹に彼女ができて、その人と結婚して家庭を持って……あと、子どもを抱いてる姿とかイメージしてみなよ』

　ところが、美紀の提案は私の予想とは違った。

（宏樹に彼女ができて……結婚？）

　私はともかく、彼女も後藤くんもいずれ結婚するだろう。それはもちろん、宏樹にだって言えること。

　けれど、宏樹のそんな未来を想像した瞬間、胸の奥が苦しくなった。

『どう？　嫌じゃない？』

　答えられないでいると、彼女がクスリと笑う。

『きっと、それが答えだよ』

　優しい声音を聞きながら、私はようやく自分の本心にたどりついた気がした。






　今夜は、珍しく宏樹の帰宅が早かった。

　彼はいつも通り夕食とお風呂を済ませ、ソファでビールを片手に寛いでいる。

　私は、昼間の美紀との電話のせいか妙に意識してしまって……。彼の傍にいると平静を装う自信がなくて、しなくてもいい明日の夕食の下拵したごしらえに勤しんでいた。

　ちらりと宏樹を見れば、タブレットを覗き込む横顔は真剣だった。

　お風呂上がりで暑いのか、長袖のＴシャツを腕まくりしている。

（鍛えてるだけあって、意外と逞しいんだよね）

　骨ばった手に、節くれだった指。力を入れたときに浮き出る腕の筋とか、ビールを飲むたびに上下する喉仏。

　少し前までは彼のそんなところを意識したことなんて、ほとんどなかった。

　お互いの手を合わせて大きさを比べたのは、大学生のときだっただろうか。特に深い意味はなく、ただ純粋に宏樹の手が大きいことに驚かされただけ。

　それなのに、今はあのときとは違う。

　男友達だった人が、急にひとりの男性に見えてきて……。彼と同じ空間にいるだけで、身の置き場がないような落ち着かなさを感じてしまう。

「志穂」

「なっ、なに……？」

　ぼんやりとしていると、いつの間にか宏樹が目の前にいた。

　彼はキッチンのカウンターに腕を乗せて身を預けるようにし、私をじっと見ている。

「引っ越し先の候補は見つかったか、って訊いたんだよ」

「えっと、まだ……。でも、明日は別の不動産屋に行ってみようと思ってて……」

「俺と付き合って、一緒に住むっていう選択肢は？」

　真っ直ぐな視線が、まるで全身に突き刺さるようだった。

　落ち着かなくて、どこか不安で、なによりも恥ずかしくて……。

「わっ……私たち、そんな関係じゃないでしょ！」

　咄嗟に目を逸らし、冷たく言い放ってしまった。

　ハッとして宏樹を見れば、彼は眉を下げて笑っていた。

　沈黙が下り、気まずさでいっぱいになる。

「ッ……。あの、ごめん……！　ちょっと頭冷やしてくる！」

「え？　あっ、おい！　志穂！」

　どうすればいいのかわからなくなって、エプロンを外して玄関へと走った。

　エレベーターで一階に下り、エントランスを抜ける。外に出ると、ひんやりとした風が頬を撫でた。

　どうしてあんな言い方しかできないんだろう……と、後悔が募る。

　順に『可愛げがない』と言われた通り、私はちっとも可愛くない。

　さらに悩ましいことに、宏樹の前では可愛げのなさに拍車がかかる気がする。

「志穂！」

　ため息をついた直後、背後で彼の声がした。

「バカ。そんな格好のままで、風邪ひくだろ」

　宏樹が手に持っていたパーカーを私にかけてくれ、「戻ろう」と困ったように告げる。彼はＴシャツとスウェットのままで、慌てて追いかけてきてくれたのがわかった。

　その優しさに触れた胸の奥が、甘やかに高鳴った。

（今なら言える……？）

　まだ自信はなくて、けれどこのままでいいとも思っていなくて……。天邪鬼で素直になれない私の中に、微かな勇気が生まれる。

　意を決して、口を開いたとき。

「宏樹！」

　私たちの後ろから、甘えるような声が飛んできた。

「……亜由あゆ？」

「宏樹！　ごめんなさい……！　私が悪かったの！　もう二度と裏切ったりしないから、宏樹とやり直したい！　お願い……！」

　亜由と呼ばれた女性は大きな瞳いっぱいに溜めていた涙をぽろぽろと零し、私の姿なんて見えていないように宏樹に抱きつく。

「ちょっ……！」

　彼は引き剥がそうとしていたけれど、彼女の方は梃子てこでも動かない様子だった。

　亜由さんのすすり泣く声だけが響き、気まずさに包まれる。

　程なくして、宏樹は息を吐きながら私を見た。

「悪い。先に戻ってて。俺もすぐに帰るから」

　鍵を渡されて、黙って頷くことしかできなかった。

　ふたりのことが気になるのに、この場にいてはいけない雰囲気が流れている。

　私は後ろ髪を引かれる思いを抑え込んで、重い足取りでマンションの中に入った。

　当然、彼の部屋に戻っても落ち着かなかった。

　亜由さんがなにを言っているのか、宏樹がどんな風に接するのか……。

　ふたりが恋人だったのは明らかだったし、彼女がやり直したがっているのも言うまでもない。

（可愛い子だったな……。宏樹って、ああいう子がタイプなんだ。私と正反対じゃない……）

　まつエクで整えられたぱっちりとした二重瞼に、抜かりのないメイク。可愛らしい顔に似合う、ふわふわの髪。

　そして、なによりも彼に縋りつく姿が脳裏から離れない。

　私にはできない素直な言動がとても可愛く思えて、醜い嫉妬がふつふつと芽生える。

　直後、まだ完全な輪郭を持っていなかった想いがはっきりとした形になったことに気づいた。

「さっき、ここで『うん』って言えばよかった……。『宏樹と一緒に住みたい』って、素直に言えていれば……」

　宏樹の姿が、鮮明に蘇ってくる。

　あのとき、彼は少しだけ傷ついた表情をしていた。

　可愛げのない私と一緒にいると、きっとこの先もあんな顔をさせるだろう。

（やっぱり無理だよ……。宏樹を傷つける未来が目に浮かぶのに、付き合えない……）

　友人目線で見ればとてもいい奴で、女性目線で見れば男性として魅力がある。

　そんな宏樹のことが友人として大切だからこそ、恋人という立場になって傷つけてしまうのが怖い。

　胸の奥の痛みを感じながら、唇をギュッと噛みしめた。

















六章　ケンカ友達が恋人になったら












　三十分ほどして、ようやく宏樹が戻ってきた。

　何時間にも思えるくらい長く感じていた私と同様に、彼もどこか疲れた様子だった。

「変なところを見せて悪かった」

「ううん……。それよりあの子は？」

「帰ったよ。だいぶ泣かれたけど、俺はやり直す気なんてないから」

　ダイニングテーブルに麦茶を注いだグラスを置けば、宏樹は「ありがとう」と言ってから口をつける。

「やり直せばよかったんじゃない？」

　麦茶を一口飲んだ彼の横顔を見ながら、ついそんなことが口を衝いて出てしまった。

　自分で自分の言葉に驚いて、目を見開く。宏樹も同じような面持ちをしていた。

「それ、本気で言ってるのか？」

　低くなった声は、苛立ちを孕んでいる。

「だって、あんな風に縋りついてくるなんて可愛いじゃない」

　けれど、口が止まらなかった。

「あの子がなにかしたのかもしれないけど、あれだけ泣くってことは本気で宏樹のことが好きなんだよ」

　こんなことを言ってはいけないと、頭ではわかっている。それなのに、嫉妬心が醜い感情ばかりを色濃くし、心にもないことばかり言ってしまう。

「だから、やり直してあげてもいい気がする」

　自分が今どんな顔をしているのかはわからないけれど、彼を見るのが怖かった。

「俺は亜由とやり直す気はないし、この気持ちは変わらない。過去のことだから今さらどうこう言う気はないけど、『宏樹は全然構ってくれない』っていう理由で浮気したのは向こうだ。それであんなこと言われても響くわけがないだろ」

「でも――」

「そもそも、俺はお前が好きなんだ。別にすぐに返事をくれないのは構わない。でも、何度も伝えてるのに、俺の気持ちをなかったことにするつもりか？」

「っ……。それ、は……」

　思わず顔を上げると、眉をひそめる宏樹の表情は怒りでいっぱいだった。

　鋭い視線にもさらに低くなった声音にも、苛立ちが滲んでいる。

　悪いのはすべて私で、一刻も早く謝りたい。

「だから……私たちは友達だし、今さらっていうか……。だいたい、付き合っても上手くいく保障なんてないじゃない」

　そう思っているのに、心と言動は裏腹なままで……。可愛げのない私が邪魔をする。

「なんだよ、それ」

「だ、だって……」

　宏樹は、うんざりしたようにため息をついた。

「長年の友達に告白したんだ。伝えるまでに散々悩んだし、俺なりに覚悟もしてる。そもそも、一度は諦めた恋だったから、もう一回諦めようとも考えたよ」

　あんなひどい態度を取ったのに、彼の双眸は真剣だった。

「それでも、志穂を好きだって気持ちが大きくて、玉砕覚悟で告白した。志穂が俺を恋愛対象として見られないなら、それはそれでいい。振られたら諦める覚悟もしてる。でも――」

　苛立っていながらも、きちんと話をしようとしてくれているのがわかる。

「俺の気持ちをなかったことにはするなよ。それに、こんなのは不毛なケンカだろ。俺はお前とケンカするのは楽しくて好きだけど、こういうのは嫌だよ」

　そんな宏樹が拗ねたように不満を零した直後、私の瞳から涙が溢れ出した。

「私……宏樹を傷つけるのが怖いの……。可愛げがないし、すぐに言い返しちゃうし……今だって、思ってもない言葉ばかり選んで……」

　自分が不甲斐なくて、可愛くなれないことがコンプレックスで……。可愛げのない性格にうんざりしても、やっぱりちっとも素直になれない。

「付き合ったら、きっとますますひどくなる。順のときみたいにダメになったら、今度こそもう友達ですらなくなるじゃない……。宏樹のこと、失いたくないの……」

　だから、彼を友人としても失うくらいなら、ケンカ友達のままでいる方がいいと思った。

「バカ」

　けれど、もう無理だ。

「それって、俺を好きだってことだろ？」

　こんなにも愛おしげに見つめてくる宏樹を前に、自分の気持ちを隠すことも偽ることもできない。

　彼のことが好きだと叫ぶ心を、押し殺せなかった。

「俺は志穂だけしか見てないから、志穂も俺だけを見て。そしたら、きっと俺がどれだけ志穂を好きか、ちゃんとわかると思うから」

「うん……」

　優しい眼差しを真っ直ぐに見つめ返して頷けば、宏樹が安堵と喜びを混じらせたように微笑んだ。

　彼が手を伸ばし、私を抱きしめる。

　温かい腕に包まれれば喜悦が込み上げてきて、胸の奥がきゅうぅっ……と戦慄いた。

「まったく……。世話が焼けるな」

「ごめんね……」

「いいよ。俺、志穂のそういうところも可愛いと思ってるから」

「っ……！」

　私が動揺したことに気づいたらしい宏樹が、ククッと笑う。

　彼はゆっくりと体を離し、私を見つめて唇の端を持ち上げた。

「俺みたいな物好き、なかなかいないと思うぞ？　今さらなにがあっても嫌いになることなんてないし、絶対に上手くいく自信しかないから、安心して俺の傍にいていいよ」

　どこか悪戯っぽく笑っていた宏樹の面持ちが、優しげなものへと変わる。

　大きく高鳴った鼓動は私の胸を忙しなく叩き、喜びと幸せの音色を奏でる。

　見つめ合っていた私たちは、どちらからともなく顔を寄せ合って……。刹那、そっと唇を重ねた。
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　恋人になった彼と初めて交わしたキスは、卒業式の日に屋上で飲んだピーチソーダの味を思い出させた。






「あの……やっぱり待って……！」

　宏樹の寝室に入って、早数分。

　ベッドに押し倒された私は、覆い被さっている宏樹を制止する。

「ダメ。待たない」

　ところが、彼はすかさず却下して、にっこりと笑った。

　宏樹の胸元を押すように伸ばしていた私の手を取られ、頭の上で一纏めにされてしまう。

　真っ直ぐに見つめてくる双眸に、胸の奥が甘苦しい感覚に包まれていく。

　無意識のうちに息を呑めば、彼はふっと瞳を緩めた。

　宏樹は、さっきまで友人だった。

　高校生のときから知っていて、青くさい日々からずっとお互いを見てきた。

　少年と少女だった私たちは、大人になってもケンカ友達として付き合ってきた。

　彼とはそうやってこの先もずっと続くと思っていたのに、その関係性はほんの数分前に変わった。

　クラスメイトから友人へ、そしてそこから十年の月日を経て恋人へ。

　けれど、友人だった期間が長すぎて、こうして恋人になって改めて宏樹と見つめ合うとどんな顔をすればいいのかわからない。

　胸の奥がくすぐったくて、寝室に漂う空気になんだかむずがゆくなって、彼と目が合うだけでもとにかく恥ずかしくて……。これから起こることも予想できているからこそ、緊張と動揺でいっぱいだった。

　高鳴ったままの鼓動は、まだ早鐘を打っている。

　ドキドキを通り越してバクバクと騒ぐ心音を感じながら、限界を突破して心臓が止まってしまうんじゃないか……なんて考えてしまった。

「志穂」

　それなのに、宏樹は今までに聞いたことがないような甘ったるい声で私を呼ぶ。

　愛おしさが込められた彼の声色は、私の鼓膜を優しく撫でて心に届いた。

　微笑む宏樹の顔が、ゆっくりと近づいてくる。

　羞恥でいっぱいなのに、彼を拒むことはできなくて。程なくして唇が触れ合うと、胸の奥から込み上げた熱に涙が零れそうになった。

　一度離れた唇が、再び重なる。

　触れ合うだけの優しいくちづけが繰り返され、私の手首を拘束から解き放った大きな手が労わるように髪を撫でてくれる。

　その感覚が心地好くて、次第にうっとりとした気持ちになっていった。

　程なくして、唇から温もりが離れていき、私はうっすらと瞼を開けてみる。私を見ていた宏樹は、幸せそうな笑みを浮かべていた。

「志穂の全部に触れたい」

　見たことがない甘い表情と言葉に、熱を帯びていた頬がもっと熱くなっていく。

　すると、瞳で喜びを語っていた彼が、くしゃっとした笑顔を見せた。

「好きだよ」

　当たり前のように愛を謳うたう宏樹には、羞恥や緊張はないのだろうか……と不思議でたまらない。

　私はこんなにもドキドキしていて、今にも心臓が飛び出してしまいそうなのに……。

　そんなことを考えていても、キスを贈られれば素直に受け入れる私がいる。

　唇を食まれ、優しく啄まれていくうちに、彼しか見えなくなっていく。思考は海を漂うように、ゆらゆらと揺れていた。

　不意に吐息を漏らしてしまうと、宏樹の舌が口腔に押し入ってきた。優しいのに少しだけ強引で、体温が上がっていく。

　自分が彼を求めているのだ、と気づかされてしまった。

「んっ……！」

　口内を舌で撫でられ、くすぐったさが混じった感覚に包まれる。それはじりじりと渦巻き、淡い快感へと変わっていった。

　私を暴くように、厚い舌が口の中をたどる。粘膜の中で這い回るそれは、もう待ち切れないと言わんばかりに私の舌を捕らえにきた。

「んっ……ふぅ……」

　甘くて、苦しい。けれど、気持ちいい。

　じんじんと痺れていく口腔から熱が広がり、縋るように宏樹の背中に手を回していた。

　絡み合った舌が、私を翻弄してくる。

　私も必死に舌を動かしてみるけれど、主導権が譲られることは一度もなく、彼が私を溶かしていく。

　極めつきに舌を強く吸い上げられ、背中がゾクゾクと粟立った。

　ようやくして、唇が離れる。

　甘苦しさのせいで呼吸が乱れているのに、ほのかな寂しさを感じてしまった。

「暑……」

　宏樹がひとりごち、Ｔシャツを脱いでしまう。

　鍛えられた肢体は男性らしく、綺麗に割れた腹筋や軽く隆起した胸筋からは色香が漂っている。肌にはうっすらと汗が滲んでいて、なんだか艶めかしい。

　思わず視線を伏せれば、彼がふっと笑った。

「なに照れてるんだよ」

「っ……！」

「俺の裸を見てもなんとも思わないんじゃなかったのか？」

　嬉々とした声に、いつもの口調。普段通りからかわれているだけなのに、あまりの羞恥で瞳に涙が滲みそうになる。

「今は、本当にいっぱいいっぱいだから……やめて……」

　震えそうな声で告げて宏樹を睨むように見れば、彼が眉を下げて微笑んだ。

「なんで涙目なんだよ」

　その指摘に、ますます頬が熱くなる。

　全身の血液が沸騰しているようで、これ以上先に進んだら熱に侵されて気絶してしまうかもしれない。

　それでも、これまでのケンカ友達という関係性で培った意地もあって……。私は唇を噛みしめて、宏樹から目を逸らさなかった。

「志穂はこんなに可愛いのにな。志穂自身も気づいてないなんて、もったいないよ」

　その言葉に目を見開けば、彼がおかしそうに笑う。

「嘘……」

「なんでそう思うんだよ？」

「いくらなんでも可愛いわけがないでしょ。意地っ張りだし、さっきの子みたいに素直になれないし……。全然可愛くなんかないよ……」

「バーカ。志穂の性格なら、嫌になるくらい知ってるんだよ」

　可愛く受け止められない私にも、宏樹は楽しげな笑みを浮かべている。

「でも俺は、志穂とケンカするのは好きだって言っただろ？　意地っ張りなくせにすぐ顔に出るところとか、飾らない性格が好きなんだ」

　その上、真っ直ぐに気持ちを伝えてくれて……。嬉しさのあまり、今度こそ本当に泣いてしまいそうだった。

「今だって、照れてる顔が可愛いと思うし、嫉妬したところも可愛くて仕方がなかった」

　穏やかな笑顔を向けられて、惜しみなく言葉が注がれる。

「だから、そんな風に思わなくていいよ。誰がなんと言おうと、俺にはちゃんと可愛く見えてるから」

　嬉しいけれど恥ずかしくて、恥ずかしいけれど嬉しくてたまらない。

「な？」

「うん」

　微笑みながら頷けば、破顔した宏樹が額同士をこつんとぶつけてきた。

　幸せが溢れ出す。

　緊張も羞恥もまだ残っているのに、それよりも大きな幸福感に包まれていく。

　あとはもう、言葉はいらなかった。

　どちらからともなくキスを求め合い、彼の手が私に優しく触れる。

　素肌をさらして甘い感覚に身を委ねれば、溶かされた心と同じように体もゆっくりと解されていった。

　そして、甘い熱に侵された全身で宏樹を受け入れたとき、私は突き上げてくる想いをぶつけるように彼にしがみついていた――。
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　秋は足早に駆けていき、冬が訪れた。

　新しい職場での仕事にも少しずつ慣れ、ようやく同僚たちとも打ち解けてきた気がしている。

　奇しくも、私と同じ時期に採用された社員が数人いて、みんな年齢が近い。そのおかげで、たった一か月半でも馴染めつつあるのかもしれない。

　大きな会社ではないけれど、福利厚生がしっかりしていて、完全週休二日制。残業代もきっちり出るし、ただの事務員である私にも社内研修を受けさせてくれる。

　前の会社と比べて色々ときちんとしていると感じていると、宏樹には『それが当たり前なんだよ』なんて言われてしまった。

　大学生のとき、私は就職活動で随分と苦労した。

　希望していた会社はことごとく落ち、就職浪人も見え始めていた。だから、前の会社に採用された当時は、条件なんて気にする余裕はなかったのだ。

　けれど、今にして思えばそれが間違っていたのかもしれない。

　その経験から、再就職先を探すときにはしっかりと選んだ。

　余裕がない中でも、同じ失敗をするわけにはいかない……と思っていたから。

　最近知ったことだけれど、彼は自分の会社で私を雇えないか検討してくれていたらしい。

　ただ、宏樹の会社は少数精鋭とも言える社員数で、現状では新たに人を雇うつもりはない。

　一方の私も、ＩＴ系には馴染みがなく、無知もいいところ。

　それに、彼の会社で働きたいかと言われれば、それも少し違った。

　宏樹も私の性格を見越して思い直したようで、最終的には見守ろうと決めたのだとか。

　その話を聞いたとき、とてもありがたいと思った。

　当時は友人だった私に対して、そこまで考えてくれていた彼はやっぱりいい奴だ。

　そして、それは付き合い始めてからも変わらない。

　そんな私たちは、十一月末にふたり仲良く引っ越した。

　一人暮らしをするつもりでいた私に、宏樹は信じられないと言わんばかりの顔をし、一緒に住むメリットを並べ立てた上で同棲を提案してきたのだ。

　そんな彼に根負けした私だけれど、本音を言えば一緒に住めるのは嬉しかった。

　居候の身から脱却した途端に始まった同棲では、友人関係だったときよりもさらに快適な日々を送っている。

　朝と夜は食事を共にして、休日にはゆっくりとブランチを食べてデートに繰り出す。

　宏樹の勧めで同じジムにも通い出したため、一緒に過ごす時間はグンと増えた。

　もっとも、それは私が自分の部屋で眠ったことがないというのもあるのだけれど……。

　お互いにひとりの時間も大切にしようと２ＬＤＫのマンションに引っ越したのに、彼が夜になると必ず私を自分のベッドに誘うのだ。

　体を重ねるときもそうじゃないときもあるけれど、宏樹は意外と寂しがり屋らしい。

　ベッドにいるとき以外でも、ことあるごとに私にくっついてくる。

　最初は恥ずかしくてたまらなくて、今でもツンケンした態度を取ってしまうこともあるものの、そこは彼も慣れたもの。

　私がなにを言っても笑ってかわし、甘いキスで言葉を封じてしまう。

　すっかり宏樹に絆されている私は、いつものように言い合いをしても今まで以上に彼に敵わなくなっていた。

　それなのに、幸せだと思えるなんて……。宏樹とは一生友達だと思っていた高校生の私が知ったら、きっと腰を抜かすほど驚くに違いない。

　けれど、彼と過ごす時間は笑顔で溢れていた。






　仕事を終えたあと、カフェで時間を潰してから待ち合わせ場所に向かった。

　キラキラと光る街は鮮やかな色を放ち、道行く人たちはみんな幸せそうに見える。その光景につられるように胸が弾んだとき、人混みの中に宏樹の姿を見つけた。

「宏樹！」

　反射的にパッと笑みが浮かび、彼に向かって手を振る。

「悪い、待った？」

　駆け足で私のもとに来た宏樹は、申し訳なさそうに眉を下げた。

「ううん、さっきまでそこのカフェにいたから大丈夫だよ」

　今日はクリスマスイヴ。

　平日だけれど、仕事帰りに落ち合ってディナーに行こうと約束していたのだ。

　彼はホッとしたように瞳を緩めると、いつも通りに私の手を取って歩き出した。

　イルミネーションはカラフルな光を放ち、見慣れた街がいつにも増して輝いている。まるで、街中に光の粒が舞っているようだった。

　宏樹とこんな風に並んで歩く自分を想像できなかった頃もあったのに、今は彼のいない人生の方が考えられない。

　だから、この幸せを大切にしようと改めて思った。

「いらっしゃいませ」

　宏樹が予約してくれていたのは、六本木の大型複合施設内にあるフレンチレストランだった。

　地上五十三階、地下二階の建物内には、複数の店舗や映画館を始め、美術館や住居も入っている。レストランは上階にあり、常に予約がいっぱいのはず。

「いつから予約してくれてたの？」

　シャンパンで乾杯したあとに尋ねれば、彼はバツが悪そうな顔をした。

「……からかうなよ？」

「うん」

「志穂と付き合ってすぐだよ。恋人になって初めてのクリスマスだし、絶対に一緒に過ごしたかったから……」

　照れくささを隠すためか、宏樹が不自然な咳払いをする。

「宏樹って意外とロマンチストだよね」

「からかうなって言っただろ」

「からかってないでしょ。嬉しいだけだよ」

　頬を綻ばせて「ありがとう」と告げれば、彼はまんざらでもなさそうだった。

　創作フレンチのフルコースは、目にも鮮やかだった。

　昆布締めされた帆立貝のカルパッチョのアミューズに始まり、ヴィアンドの飛騨牛のフィレ肉ソテーまで驚くほどおいしくて、何度も感嘆のため息が漏れたほど。

　もう食べられないと思いながらも、結局はしっかりと完食してしまった。

「すごくおいしかったね。お肉なんて本当に柔らかくて、口の中でとろけてたよね」

「ああ、そうだな」

　宏樹は私に共感しながらも、さっきからどこか落ち着きがない。それはデセールが運ばれてきても変わらず、食後のコーヒーを飲んでいるときも同じだった。

「宏樹、どうかした？　もしかして仕事でなにかあった？」

「いや……」

　微笑した彼が首を軽く横に振り、わずかにためらうような表情になる。

　小首を傾げれば、宏樹は息を小さく吐いて私を真っ直ぐ見つめた。

　真剣な面差しは、なにか大きな覚悟を決めたように見える。

　私はコーヒーカップを置いて、彼につられるように背筋を伸ばした。

「志穂」

　わずかに強張った声が、私に緊張感を持たせる。

　力のこもった双眸を見つめていると、宏樹の唇がゆっくりと動いた。

「高校の卒業式の日に俺が言ったこと、覚えてるか？」

「卒業式？　えっと……」

　引っ越しのこと、からかい合ったこと、憎まれ口を叩き合ったこと。

　あの日は色々と話した気がするけれど、十年も前のことだから記憶を手繰り寄せてもすべてを綺麗に思い出せない。

　私がためらっていると、彼が苦笑を零した。

「『志穂が三十になっても嫁の貰い手がなかったら、俺がもらってやろうか？』ってやつ」

「ああ！　あったね、そんなこと。それで怒った私が、ムキになって言い返したよね」

「そうそう。『そんなこと言う奴と結婚するくらいなら、一生独身の方がマシ！』って言われたんだよな」

　懐かしくて、青くさい思い出だ。

　当時はムキになって言い返したけれど、年齢を重ねた今ならわかる。

　ああいう言葉はほとんどが冗談で終わって叶うことはない――と。

　漫画やドラマならロマンティックな再会や結末が用意されていても、現実はそんなに優しくない。

　周囲を見ても、高校時代に付き合っていた友人たちの大半は別れてしまっている。

　中には別の人と結婚した友人もいて、それが微かな切なさを抱かせることもあった。

「あの言葉を叶えさせてほしいんだ」

　思わず苦笑を零しかけたとき、緊張混じりの声音で静かに告げられた。

「え？」

　私は目を小さく見開き、一拍遅れて声を漏らす。

「でも、三十になるまで待ちたくない。だから――」

　微かな笑みを浮かべた宏樹が、テーブルに小さな箱を置き、おもむろにそれを開いた。

「できれば、今すぐにでも俺と結婚してほしい」

　キラキラと輝く宝石が視界に入った直後、思ってもみなかった言葉が紡がれた。

「ッ、えっ……？」

　思考がその内容を処理できず、唇からは驚嘆の声が零れ落ちていく。

　けれど、彼の眼差しは真剣で、困惑しながらも本気なのだと伝わってきた。

「えっと……付き合って、まだ二か月だよ？」

　ところが、私は動揺が先立って状況を上手く呑み込めない。

「うん」

「エイプリルフールじゃないよ？」

「わかってるよ」

　宏樹がふっと噴き出し、肩の力が抜けたように苦笑した。

「は、早くない……？　宏樹、急ぎすぎじゃない？」

　喜びよりも驚きが大きくて、本気だと理解はできていてもなにかの間違いじゃないかと思ってしまって……。

「だって、結婚って……」

　まるで嘘じゃないことを確かめるように、何度も質問を投げかけてしまう。

「志穂が驚くだろうとは思ってたけど、そんな顔で言われてもな」

「そんな顔？」

「めちゃくちゃ嬉しそうに見えるんだけど」

　言われる前から、頬が緩んでいることは自覚していた。大きな戸惑いと驚きの中でも、喜びだって感じているのだから。

　そういう彼だって、とても嬉しそうに見える。

　さっきまでの緊張感を忘れたような無邪気な表情は、高校時代の宏樹の笑顔を思い出させた。

「で、どうですか？」

「えっと……」

「俺は、これからもずっと志穂といたい。だから、ずっと一緒にいてくれないか？」

　彼が意外とロマンチストなことも、こんな風に想いを真っ直ぐ伝えてくれることも、付き合うまでは知らなかった。

　ケンカ友達だった頃の名残があるから、私はやっぱりまだ気恥ずかしさが大きい。

　そのせいで、宏樹みたいに上手く言葉にできないことも多いけれど……。

「うん」

　今夜だけは可愛げのない私を全力で押し込め、素直でいたかった。

「私、三十どころか、おばあちゃんになっても宏樹のことが好きだと思う。だから、私も宏樹とずっと一緒にいたい」

　私を見つめていた彼が、この上なく幸福だと言わんばかりに破顔する。

　その表情は、窓の向こうに広がる美しい夜景よりもずっとキラキラと輝いて見えた。

　きっと、私たちはこれからもたくさん言い合いをするに違いない。

　からかってくる宏樹に私がムキになって、私よりも上手うわてな彼に腹が立って……。それでも、宏樹への想いがあるから絆されて、彼には敵わないと思い知らされてしまうのだろう。

　けれど、そういうのも悪くない。

　宏樹となら、きっと幸せだから。

「じゃあ、何十年経っても一緒にいて」

「うん」

　微笑み合えば、心がくすぐったくなった。

「っていうか、志穂の性格に付き合い切れる男なんて俺しかいないと思うし」

　彼も同じだったのか、甘かった空気が普段のものに戻っていく。

「それはこっちのセリフです。宏樹みたいに人をからかってばかりの奴に付き合えるのなんて、私くらいしかいないでしょ」

　お互いに照れくささを隠すように憎まれ口を叩き合ったけれど、またすぐに笑みが零れてしまう。

　そんな私たちの間には、何物にも代えがたい確かな幸福感があった――。
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　季節は巡り、十月中旬。

　志穂と付き合って一年が経ち、その記念日に入籍した。

　そして、籍を入れてから数日後の今日、俺たちは結婚式を挙げる。

「うぅ……緊張する……」

　式が始まる前に控室で対面した彼女は、緊張でいっぱいの様子だった。

　純白のウェディングドレスを身に纏う姿は綺麗なのに、強張った顔が水を差すようだ。

「そんなに緊張しなくても大丈夫だろ」

「だって、宏樹の会社の人もいるのよ？　初めてお会いする親戚の方だっているんだし、粗相でもしたら……」

　らしくなく不安げな目をしている志穂に、ふっと笑みが零れる。

「ちゃんと俺がフォローするから」

　彼女は、そんな俺を見ながら眉を下げた。

「っていうか、宏樹は平気そうだよね。いつも通りにケロッとしてるし……」

「俺は今日が楽しみで仕方なかったからな。これで名実ともに志穂が俺の妻になったって自慢できると思うと、緊張よりも喜びの方が大きいよ」

「ちょっ……！　こんなところでなに言い出すのよ！」

　志穂の頬が赤く染まり、羞恥からか俺を睨む。

　俺たちの傍にいた式場のスタッフが、微笑ましげにしていた。

「素直な気持ちを言っただけだろ」

「い、今はそういうのはいいから……！」

　恥ずかしそうに「もう黙って！」と怒る彼女が可愛くて仕方がない。思わず笑えば、恨めしそうな視線を寄越された。

「そんなに心配するなって。なにかあれば俺がフォローするし、スタッフさんたちだっていてくれるんだから」

「そうかもしれないけど……」

　まだ不安そうな志穂の手を握り、大丈夫だと告げるように笑顔を向ける。

「花嫁の仕事は幸せな笑顔でいること。そこだけ頑張ってくれればいい」

「ちゃんと笑えるかな……」

「いつも俺に笑いかけてくれるみたいに、ありのままでいればいいんだよ」

　俺の言葉に視線を伏せた彼女は、はにかんだ笑みで小さく頷いた。

　それから程なくして、式が始まった。

　先に入場した俺のもとに、母親にベールをかけてもらった志穂が父親とともにゆっくりと歩いてくる。

　あれほど不安がっていた彼女は、友人たちの歓声と笑顔につられるように微笑んでいた。

（ここまで長かったな）

　そんな姿を見て、ふと感慨深い思いが込み上げてきた――。






　出会いは、高校の入学式の日。

　教室に入ってすぐに、志穂と目が合った気がした。

　たぶん彼女は気づいていなくて、俺も深くは気に留めていなかったと思う。

　ただ、肩下まで伸びた黒髪と真っ直ぐな瞳が妙に印象的で、一目で顔を覚えた。

　志穂との距離が近づいていったのは、翌日以降のこと。

　ホームルームで四月末にある校外学習の委員を決めることになったのだが、入学早々そんなものをやりたがる奴はいなかった。

　校外学習は、地元のキャンプ場でレクリエーションをしてカレーを作るだけのもので、特にたいしたことはしない。

　とはいえ、入学したばかりの学校でクラスを纏めるのが大変なのは、目に見えている。

　しかも、校外学習委員は各クラスひとりだけ。その上、作業期間が短いことから、他にも委員をしなければならない。

　責任が重いのも面倒くさい役割なのも言うまでもなく、立候補者は出ない。

　みんながうんざりしたような雰囲気になってきたとき、明るい茶髪の女子が気の弱そうな女子を推薦し、じわじわと押しつけるような流れができ始めた。

　どうやら、ふたりは同じ中学だった様子で、気の弱そうな女子は言いなりになっているようだった。

　誰もが自分の身に不運が降りかかるのを避けるがごとく、賛成だと言わんばかりの小さな拍手が上がる。

　けれど、さすがに気持ちのいいものではなく、見兼ねて口を挟もうとしたとき。

『先生、私がやります』

　一瞬早く志穂がスッと手を挙げ、凛とした声で言い放った。

『おお、そうか。悪いな』

『いいえ。みんながやりたくない気持ちはわかりますけど、一方的に押しつけるのはどうかと思いますので。そういうの、気分が悪いですから』

　きっと、クラスメイトの一部は同じように感じていた。

　ただ、それを言う勇気も、自分が身代わりになる覚悟もなかったに違いない。

　俺だって、くじ引きかじゃんけんを提案するつもりだっただけ。自分自身が委員を引き受けようなどとは、まったく思っていなかった。

　正直、そんな自分を恥じた。

　くじ引きやじゃんけんなら公平だろう……なんて考えた自身の思考はもとより、適当に丸く収めようとしていたことに。

　反して、彼女はこの空気の中、真っ直ぐな瞳で正論を放った。一歩間違えればいじめのような状況を、凛とした態度で打破したのだ。

　中途半端な正義感を振りかざそうとしていた自分を情けなく思い、同時に志穂のかっこよさを尊敬した。

　当然、教室内の空気は強張り、まだ若い担任は彼女の意見にたじろぐように『ああ……そうだな』と頷いたが、どこか困っているようだった。

『えっと……じゃあ、頼むな。早速、明日の委員会に出てくれ』

　担任はそう言うと、ホームルームを続けてクラス委員などを決め始めた。

　俺はスポーツが好きだという理由で体育祭の実行委員に、志穂は保健委員になった。

　俺と仲がいい保人は中学時代と同様にクラス委員になり、女子のクラス委員は飯島が引き受けた。

　あとで知ったことだが、志穂と飯島は入学式の朝にはすでに意気投合していたのだとか。

　あの状況で校外学習委員に立候補した志穂と、みんなが嫌がるクラス委員をやると決めた飯島は、そういうところが似ていてウマが合ったのかもしれない。

　さらには、保人と飯島がクラス委員になったことで、ふたりとそれぞれ仲がよかった俺と志穂も親しくなるまでにはそう時間はかからなかった。

　志穂も飯島も、わりと気が強い方だった。

　最初に険悪な雰囲気を作った女子は、志穂を目の敵にするように突っかかっていたが、志穂も志穂で彼女に言い返していた。

　志穂はいつだって堂々としていて、よくも悪くも意見をはっきりと言う。

　それが癪に障るらしい奴らも一定数いたが、困っている人には当たり前のように手を差し伸べ、人が嫌がることを率先してやるため、次第に彼女の良さを知る人は増えていった。

　そんな志穂に俺が抱いていた好感が恋情に変わるまでは、そう時間は必要なかった。

　けれど、彼女には好きな人がいた。

　志穂が所属するテニス部の一年上の先輩で、副部長をしていた奴。

　彼女自身、最初は隠していたが、俺と飯島にはバレバレだった。二年に進級する頃には、本人も白状していた。

　ところが、三年に進級して部長になった先輩には彼女ができた。

　もともと告白する気はないと言っていた志穂は、静かに失恋したのだ。

　ただ、先輩が卒業してもずっと忘れられなかったようで、ふと先輩の話題が出るとどこか寂しげな顔をしていた。

『そんなに好きなら告白しておけばよかっただろ』

『相手にされるわけがないでしょ』

『万が一……いや、億が一くらいの可能性はあったかもしれないし』

『億ねぇ……。先輩と彼女は幼なじみで、お互いずっと好きだったんだよ？　そんなベタな展開だって知ってるのに、わざわざ玉砕しに行けないよ』

　そう話した彼女は、無理して笑っているのが明らかだった。

　不毛な恋をしている志穂をバカだな、と思った。

　けれど、そんな彼女を三年間想い続けていた俺は、もっと愚かだったのかもしれない。

　さすがに卒業する頃には、志穂の恋心は思い出に昇華されたようだった。

　そのこともあり、俺の気持ちを知っていた保人と飯島は、卒業式の日に屋上で俺と志穂をふたりきりにして、告白するチャンスを作ってくれたのだ。

　それなのに……。

『言えなかったぁ？　えっ、バカなの？　それでも男なの？』

　志穂から〝一生友達〟と宣言された俺は、結局は伝えられなかった。

『いやぁ、これには俺も引くわ。告白じゃなくて憎まれ口を叩いてどうする？　お前、『卒業式の日は絶対に告白する』って何度も言ってたよな？』

『言ってた言ってた。だから、私たちが協力してあげたのに』

　ファミレスに移動したあと、志穂がトイレに行った隙に保人と飯島に散々責められたけれど……。志穂が俺を友人としてしか見ていないとわかった以上、今の関係を壊さない方がいいと思ってしまったのだ。

　それはきっと、彼女との心地好い関係を壊したくなかった言い訳だった。






　月日が流れても、大学進学と同時に上京した俺たち四人は定期的に集まっていた。

　俺は時間をかけて志穂への想いを消し、いつしかお互いに恋人ができた。ときに彼女への想いが再燃しそうになっても、必死に押し込めた。

　そんな俺たちの関係が変わるきっかけは、志穂が同棲していた家を出て街を彷徨っていたときのこと。

　経緯を聞いて、そうなってしまったことに対して理解できなかったわけじゃない。

　反面、なんて危ない生活をしているんだ……と不安と心配でいっぱいになった。

　そして、深く考えもせずに彼女を自宅へと連れ込んだのだ。

　もっとも、当初は手を出そうなんて考えていなかった。

　恋人はいなかったが、志穂とはいい友人関係のままでいるために努力をしてきたし、彼女と一緒にいても理性を働かせられると思っていたからだ。

　ところが、その認識は甘かった。それはもう、たっぷりの砂糖を溶かし込んだシロップのように……。

　初日、俺がお風呂から上がると、志穂は気が抜けたように眠っていた。

　その寝顔はあまりにも安心し切っていて、どこかあどけなくて。そのせいで高校時代を彷彿とさせられ、一瞬ドキッとしてしまったのだ。

　咄嗟に深呼吸をして平静を保ち、彼女にブランケットをかけて寝室にこもった。

　翌日、志穂の元カレと浮気相手と対面したときには、モラハラかと思うような元カレの態度に苛立ち、つい口を挟んでしまった。

　そのときの志穂の安堵した顔と、俺が繋いだ手を握り返してきた温もりに、心がわずかに動きそうになった。

　そして、彼女と一緒に過ごすうちに、俺の心はますます翻弄された。

　家に帰れば他人がいる生活は、面倒かもしれないと思っていたのに……。意外にもそんなことはなく、むしろ心地好かったのだ。

　もともと、志穂とは気が合う。

　ケンカ友達として過ごしてきた月日の中で数え切れないほど言い合いをしたが、いつだって楽しかった。

　彼女だって、本気で怒ったりしたことはない。

　お互いの性格をよく知っていて、好みや趣味もある程度は把握している。

　言い合いをしてもどこか冗談めかしていて、本気で傷つけ合うようなケンカとは違う。

　志穂は気遣いができるし、俺も彼女に気を遣うのは苦じゃない。むしろ、快適に過ごしてもらうためなら、それすら楽しかった。

　手作りの食事を振る舞い合い、週に何度かはお酒を飲んで、夜には一緒にテレビを観たりゲームをしたり。そんな日々の中、よく笑い合っていた。

　そうしているうちにいつしか心地好さの中に再び恋心が芽生え、それはあっという間に高校時代よりもずっと大きなものになったのだ。

　考えてみれば、なにも不思議なことはない。

　長い間片想いをしていた相手と一緒に住んでいて、その相手は仲がいい友人。

　昔から一緒にいて楽しく、変に気兼ねすることもない。

　ずっとそんな関係性だった相手との生活は快適で、大人になってからは滅多に見る機会がなくなっていたノーメイクの顔や無防備な姿を毎日欠かさず見られる。

　男として感じるものがないはずがなく、単純な俺の心は恋情を膨らませていった。

　志穂を家に泊めることになったと保人に話したとき、物言いたげな顔でにやにやと笑われたが、こうなることを予想していたのかもしれない。

　飯島に『志穂を気晴らしさせてやってくれ』と頼んだときにも『やけぼっくいに火が点くんじゃない？』とからかわれ、煙に撒くようにあしらったものの、結局は彼女の勘も当たっていたということだ。

　付き合うことになった頃、ふたりから散々からかわれたのは言うまでもない。

　もっと言えば、志穂の再就職を祝ったレストランを予約したのは、彼女のアパートに荷物を取りに行った数日後のことだ。

　志穂はなぜすぐに予約が取れたのかと不思議そうにしていたが、もともとは彼女の誕生日を祝うつもりで、再就職のタイミングと重なったのは偶然だっただけ。

　付き合ってもいない異性を連れて行くには、グレードが高い。そんなレストランを早々に予約していたのだから、自分でも気づかないうちから心は動いていたのだろう。

　予約したときには、なんとでも理由付けをして誕生日を祝うつもりだったが、今にして思えば先走っていた感は拭えない。

　結果的にはあの夜に告白できたものの、緊張のあまり格好がつかなかった。志穂の気持ちも確かめずに強引にキスをするなんて、さすがにひどい醜態だった。

　早まったかもしれないと後悔し、あの日は一睡もできなかった。

　もっとも、彼女にはこんなことは言えないけれど――。






　式は滞りなく進み、あれほど緊張していた志穂はずっと笑顔でいる。

　俺の予想通り、なにも心配することはなかったのだ。

　普段は憎まれ口を叩き合っていても、意地っ張りでなかなか素直になってくれなくても、彼女のいいところなら俺が誰よりも知っている。

　俺から見れば全部が可愛くて、ムキになったり怒っていたりしたって愛おしい。

　志穂自身が可愛げがないと気にしている一面ですら好きで、俺にとって彼女は世界で一番可愛い妻なのだ。

　この先、何十年と月日を重ねていっても、志穂と過ごす時間に飽きることはないだろう。

「それでは、誓いのキスを」

　誓いの言葉のあとに神父に促され、彼女のベールを上げる。

　そして俺は、少年だった頃よりもずっと鮮やかに色づいている恋情を抱えながら志穂とキスを交わし、彼女への永遠の愛を誓った――。
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